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＜論壊＞森林施業のこれからの課題

一山が森が教えているものに学ぶ
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森林施業のこれからの課題
一山が森が教えているものに学ぶ－

あかい たつお

赤井龍男＊
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用語のひとり歩

き－あたりま

えと思っている

こと

日本の人工造林

法は集約な篤農

的栽培技術

*京都大学艇学部

助教授

林業技術No｡546

以前から妙に引っ掛かっていたことであるが，本誌編集部の強い要請でやむをえず

表記のような大変な問題を引き受けてしまってからますます気になる用語，それは

｢施業」ということばの意味である。最近,○○施業という語が何と多いことか，国有

林の地域施業計画はともかく，非皆伐施業，複層林施業，育成天然林施業等，体系や

実態がはっきりしない施業が何となしに納得され，ひとり歩きを始めているように感

じられる。技術的，実際的な中身のないネーミングは，それがひとり歩きをすると毒

にこそなれ薬にならないことが多い。本論では林業の実践の場におけるそれら施業の

問題点とこれからの課題を，筆者の専門とする育林技術の面からいくつか取り上げて

みようと思うが，まず始めに森林施業とは「森林に人手を加えること」の意に解釈さ

せていただく。

このほかこれまでの林業用語の中にも，わかっていると思っていることできちっと

説明できないことが少なくない。例えば過熱林，低質広葉樹林，森林の活性化等もそ

うである。また現象面では間伐おくれによる森林の荒廃，破壊というマスコミの論調

である。それに同調する林学，林業の専門家も多い。そのような事例があれば教えて

いただきたいが，不思議なことに自然間引論を踏まえた生態学者からの反論がない。

このようにあたりまえと思って何の疑いも抱いていない主要技術の1つ，それは日本

の人工造林における標準化された育林体系ではなかろうか。

このように指摘したのは四手井京大名誉教授である。しかも今から20年前（林業

技術,Nn299,1967)の木材景気に沸き返っていたときにである。当時はやりの林地

施肥，ていねい植え,短期育成林業等の合目的性に欠けた部分技術的育林法を批判し，

同じ土地産業であり緑色植物の育成業であっても，林業は根本的に腿業と異なり，天

然ものの良さ，自由な収謹伐期，資源の連年蓄積等のほか，大部分は人為的改変の不

可能な自然環境下での長期間の育成に特性があり，択伐天然更新のようなものが林業

本来の姿ではなかろうかとの主旨である。

振り返ってみれば，皆伐一斉造林における育林体系は，作物の全面収謹（皆伐)，

潔癖な整地（地ごしらえ)，整一な植付け，頻繁な除草（下刈り)，間引き（除間伐）

という農作物の栽培技術そのものを模倣したものといえよう。これは零細経営での鰐

農家的集約農法であり，それがそっくり山に持ち込まれ篤林家的林業となり，標準化

されて日本中に広がったものであろう。しかし過保誰政策の中で味の改良，低コスト

1987.9



生産技術の開発を怠った日本の米作農業は，米の自由化に揺すぶられ，破綻の兆しの

あるのは周知のことである。この農業より一足先に未曾有の苦しみを味わっている林

業に生きる道はあるのだろうか。あるとすれば1つは農業的栽培法から脱却して林業

本来の生物生産業を打ち立てるべきではなかろうか。そのためには自然の法則性を真

剣に学ぶことから始めなければならないだろう。

この三十数年間の森林生態学特に生態系生態学の進展によって明らかにされた法

則，例えば林分葉量，断面積合計一定論や林分密度，林分生産力諭等は，森林の生産

技術に大きく寄与するものと思われたが，林業の現場では幡視されているきらいがあ

る。例えば最大の葉量を持つ林分に施肥をしたり，人手を加えて活性化させ生産力を

上げようという誤った考えである。また前述のように間伐のおくれによって森林が破

壊するとしたら,I3然間引にもとづく最多密度論は成立しないはずである。無間伐で

も実生苗の植栽林はもちろんのこと，この夏視察した鹿児島県蒲生町における26年

生オビスギの例（同じクローンではないようである）のように，挿木苗植栽林でさえ

完全に優劣がつき自然間引による本数調整が行われている健全な森林は意外に多い。

無間伐林はきたない林，荒れ山と映るのであろうか。不良木を除き，大きさを揃えて

間伐木とも有利に売れればよいが，劣勢木をわざわざ掃除する必要はないと思う。

一方，植物生態学にはよく知られている遷移と極相説がある。育林の仕事はこの森

林生態系の運動の方向を変えるか，利用するかして人間に都合のよい森林をつくるこ

とである。遷移の過程に現れる森林とは全く異なる樹種組成の森林をつくる場合，い

わゆる拡大造林によって林種転換する場合は，多くの人手をかけて自然の復元力に打

ち勝たなければならない。これは農業の土地改良にあたるもので，人と物の投下量が

多くても経営，経済的に有利な場合は林業として成り立つ。これに反し，極相までの

ある段階の森林を目的とするなら，遷移の流れを止め，進め，あるいは逆行させれば

よく，人手を加える量は比較的少なくてすむであろう。したがって育林法としては天

然更新であれ人工造林であれ粗放な施業すなわち合自然的林業を可能にするであろ

う。このような自然法則にのっとった森林造成こそ本来の林業ではなかろうか。

かつての薪炭材林業がそうであったように，いま日本の用材林業は根底から覆るお

それが出てきている。その要因と活力回復策について61年度『林業白番』が取り上

げているが，日本林業の総体としての考え方は理解できるものの，日々山から糧を得

ている林家にとっていささか消化不良の感はぬぐい去れないであろう。それは将来の

木材需要の低迷，供給過剰，高賃金等立木価格の実質低下の不安を肌で感じているか

らである。時代は急速に変化し，石油ショック以来の省資源化への動きは，鉄，石

炭，石油そして木材も同様原材料の需要の停滞，価格の下落という新時代を到来させ

た。木材の価格は全く市場原理に支配される。すなわち商品材の品質と{illi格の競争力
によって決定される。銘柄品といわれる高品質材は外材に対して-|-分な競争力を持つ

しこう

ているが，建築の洋式'噌好，供給過剰等の問題で苦しい状況下にある。一方林業の主

力生産物である国産の一般用材は価格面において競争力に弱い。したがって強力なコ

スト引下げによる低価格への対応が必要である。いずれも伐出徴の低減，流通の改善

3

自然法則，生態

学の教えるもの

自由競争時代の

森林施業のあり

方

林業技術No.5461987.9
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人工造林と天然

更新の両極から

の発想

林業技術No.546

等の対策は当然であるが，高品質材であれ一般用材であれ画一的に行われている現今

の育林法を，集約と粗放の2極に分化させ，特に後者の育林コストは徹底的に引き下

げる努力が必要であると思う。

最近，早稲田氏の複層林鮴経協月報,,N0303,1986),熊崎氏の長伐期林業（林経

協月報,N0299,1986)の推奨等示唆に富む提言が多い。農業的収種思考からの離脱

ということで評価したい。ただ自然条件と林家の零細な経営形態からみて，集約な施

業のままこれを画一的に推進することに問題が残ろう。石原氏のわずかな人手による

育林法と利用間伐（山林,NQ1232,1987)のすすめは，山に生きるオーチーとして森

の仕組みをよく心得た提言であると思う。このような省力化は当然のことであるが，

もう一歩踏み込んでアメリカ，カナダのようにha当たり20～30万円という低コスト

の造林による粗放な施業ができないものだろうか。そのためにはこれまでの林業常識

に挑戦することであろう。

本誌531号（1986）において，半田氏が粗放林業（論）への疑問を提示された。確

かに木材不況対策レベルの判断や，労働力不足への対応を粗放林業に結び付けるのは

政策上問題がある。ただ集約化といっても自然の法則性から生物生産量には限度があ

り，また前述のような市場問題をもからめると，むしろく(産出量一投入量)/投入量＞

の比を大きくする方向を目指すべきで，コストの低減こそ重要なポイントとなるので

はなかろうか。もうすでに現実となりつつある再造林の手びかえ，施業放棄の事態を

救うには，画一的な助成政策や経済の理論だけではなく，林家の自助努力を手助けす

る安い山づくり法の開発も重要な課題の1つであろう。また資源の少なくなった天然

ものの価値とそれを育てる試みも忘れてはならないことである。

天然生林，例えば木曽ヒノキ林は徳川時代の強度の良木伐採跡に自然力によって成

林したもので，その多くは高度の技術的手法はもちろん，人手さえ加えたものではな

い。ただ数百年という時間を経て遷移した結果である。1966年，長野営林局は多くの

識者の提言を得て,木曽の湿性ポドゾル地帯に約420haの三浦実験林を設定し,その中

の約1/3の箇所に後述の各種作業法による天然更新試験を始めた。そのいずれも現在

ほぼ更新を完了し，半ば以上は一部広葉樹を混交した前生の天然生林に育つ見込みが

立った。予想外とも思える天然更新の成功は，遷移の進行を遅らせるササの繁茂を除

草剤でコントロールしたためである。要した費用は現在の金に換算して1la当たり10~

20万円程度である（三浦実験林調査中間報告書，1986,参照)。

筆者はこのほか人工林を対象に数箇所の国有林や民有林においてヒノキの天然更新

法を試みているが，ヒノキの天然分布する地域では比較的容易に更新することがわか

った。またこのような自然条件の更新適地では，造林地の下刈りを省いても優勢個体

の樹高成長はそれほど阻害されないようであり，この傾向はスギの場合も同様である

（赤井：日林論,N098,1987)｡といって筆者は天然更新や無下刈りの「ほっとけ造林」

を声高にすすめるつもりはない。ただ遷移上の適地であれば集約な育林投資をしなく

ても天然更新であれ人工造林であれ成林することを自然が教えてくれているといいた

いのである。

前述のように林種転換は自然の運動法則に逆らって目的樹種を生産しようとするた

1987.9



め，集約にならざるをえないが，そうしても不成績造林地になることもある。これは

人間の無知というほかはない。一方，高品質材等を生産目標にする集約な施業におい

ても，標準化された育林体系の省力化は当然である。しかし一般用材や天然ものに近

い材を目標とする人工造林なら，むしろ粗放な天然更新の仕組みを原点として，どの

程度人手をかければ目的の商品材をどれだけ収稚できるかという発想に立つ必要があ

る。なお天然更新であっても集約な保育を行えば人工林と呼ぶべきものになるが，人

工造林と天然更新との両極からの発想は，雑地ごしらえ，不整疎植，少保育，適木収

謹というような粗放技術の開発に不可欠なものであると思う。

一般に更新のための伐採法すなわち伐り方，伐採面の形，大きさとそれに伴う更新

の体系を森林作業法(BetriebsfOrmen,Silviculturalsystem)という。なおこれを高

林，低林，中林作業を意味する作業種(Betriebsart)に含める場合もある力式，ここで

はD.M・Smithに従い英語と同様の解釈にしておく。また各種森林作業法はドイツ

において天然更新技術と関連して体系づけられたものであるが，佐藤東大名誉教授の

いうように（育林，1983)，人工造林による更新法も含めることにし，今後必要と思

われる主な施業技術の開発課題を取り上げてみる。なお林政審の「林政の基本方向」

に示された「育成天然林施業」は，施業自体体系を持つ用語ではなく，また「育成」

が集約な手入れを意味するなら天然林ではなく天然更新による人工林施業であるな

ど，作業法からも,現場からも混乱を引き起こす用語であることを指摘しておきたい。

1）皆伐作業の多様化

最近，標準伐期齢は長伐期指向へ，また皆伐作業によって形成される一斉林，同齢

林，単層林が他の作業法による不斉林，異齢林，複層林へ急旋回しようという感があ

る。しかしなぜ長伐期や林型だけにこだわるのかよくわからない。多様な木材需要に

有利に対応するというのは伐期ではなく商品材の大きさと質であろう。とすれば同齢

林においても前述のように優劣が生じ，いろいろな大きさと質の林木が混生するはず

であるので，有利に売れる大きさのものだけ収穫していけばよい。いわゆる収入間伐

法の採用である。

また，環境保全,公益的機能の発揮を目的とするなら,小面積群(帯)状皆伐作業で十

分対応できるはずである。ただ適切な群の広さと場所的配置を検討する必要がある。

つぎに更新技術の課題として目的樹種が天然分布する地域では，前述のような粗放

な人工造林法，うまくいけば天然更新法の体系を確立させることである。保育の方法

によってはさまざまな径級の混在する複層林や，他樹種との混交複層林（赤井：京大

演報,N058,1986)になるであろう。この方法は目的樹種の収稚量は少ないが,大径

材も年輪幅の密なものも適木収融できる低コスト育林法の1つになろう。上述のよう

に単に皆伐作業といっても多様な伐採，更新法を組み合わせることによって，その欠

点を補いまたその長所を増幅させることができると思う。

2）残伐作業の見直し

天然更新のための作業法としては母樹法と保残木作業があるが，ここで特に取り上

げたいのは西日本の各地で小規模ながら粗放な人工造林施業で維持されている「立て

木」方式である（赤井；前出)。この残伐作業は，主伐時利用径級に達していない小

5

森林作業法から

みた施業技術の

検討課題

林業技術No.5461987．9
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森林施業と伐出

の一貫性

日本林業の生き

残りをかけて

林業技術No.546

径木か，大径材生産を目標に優勢木の何本かを伐り残し再造林する方法であり，この

繰り返しは伐採率の高い常時二段林型の複層林施業である。上木は収枇の必要性が生

じないかぎり次代まで伐採しないので，粗放的に取り組める作業法として評価の見直

しをすべきであろう。

3）漸伐（傘伐）作業のすすめ

主伐の前に普通1，2回の抜き伐りを行って更新を進め，成林の見通しが立ったと

き上木を伐採する作業法で，ヒノキ等陰性樹種の天然更新にはきわめて適している。

また樹下植栽による人工造林の場合は先行造林と呼ばれ，その作業は比較的容易であ

る。短期間だけ二段林となるが，本法を群状に広げていけば林分全体として複層林型

に近い異齢林となる。これが画伐作業法で，上木の被圧も少なく柔軟な施業が可能で

あり，国土保全はもちろん，森林レクリエーションの面からも最適の施業法となろ

う。なお更新を伴う「なすび伐り」方式や群状択伐作業も検討の価値は高いと思う。
4）中林作業の応用

本作業は用材生産を目的とした高木と薪炭材生産用の低木を同時に育成する方法で

あるが，資源量の少なくなった大径の広葉樹の生産を主目的にして，それを疎生さ

せ，他の小径木はシイタケ原木やチップ材として収幽を繰り返す施業も検討の価値が

あろう。なお下木との共存で上木の枝下高を2玉分ほど上げるやり方もあろう。
5）混交林造成の方向

上述のいずれの作業法でも粗放な更新作業を行えば異樹種が侵入するので，除伐の

段階で必要な樹種の本数調整を行う方法が容易であると思う。特に閉鎖し下層植生の

なくなったヒノキ林は地力を減退させるので，アカマツや広葉樹をいくらか混交させ

ることが望ましい。また将来の木材需要の多様化や諸危害に対する安全策として針広

混交林を造成しようとするなら，広葉樹林に針葉樹を補植するぐらいの発想の転換も
必要であろう。

上述のいずれの森林作業法で施業するにしても，道路を動脈として機能させる必要

がある。欧米で実用化されているハーベスタがいずれ導入されるであろうが，急峻な

地形の日本では将来とも林道が主役であろう。しかし林道投資にも限度があることを

考えると，面としてよりラインとしての林業様式が適切ではなかろうか。すなわち林

道に近いある距離の範囲内は集約な施業で高品質材を，それより遠いところは粗放な

施業で並材をというように，各種作業法は伐出効率を勘案して組み立てる必要がある

ということである。このような伐出と森林施業の一体化は今後の重要課題であり，こ

の問題への取り組みは林業,林学の多くの専門分野の知恵を集めることから始まろう。

林木の生産は長い時間が必要である。先のことはだれにもわからない。しかし林業

の現場での今の苦しみは難解な理論や農業的発想では解消できないであろう。粗放林

業や天然更新施業は決して日本林業の主流となるものではなかろうが，ただ林業の生

き残りをかけて前述のような課題を解明するための施業指標林を各地に早くつくりた

いものである。そのためには足を運んで山や森に教えを請い，林業本来の姿を描く努

力が大切だと思う。＜完＞

1987．9



下刈りの

I日照抑制伐採と

大苗造林

高知｡山本森林K､K.の場合

1.討議．山本森林K.K.方式

を語る

(出席者）

まとめ

山 本仁
(山本森林K.K.・会長）

安 藤貴
(林業試験場四国支場造林研究室長）

川田昭二郎
(高知県農休水産部林業課）

林 寛
(林業試験場機械化部長）

（順不同・敬称略）

1．古生層・年間雨量2,500ミリ

林山本さんところの山と施業については，『林業技術』

誌535号(S.61.10)の「会員の広場」で紹介されてい

ますが，簡単におさらいをしておきましょう。まず地況

．林況といったところから。

山本面積は約40011il,路網55m/hao古生屑の緑泥片

岩系を母岩とする土壌で，標高は250～1,100m・年間

雨量2,500”，積雪は20～30cmたまに冠雪害，といっ

たところですな。

林これから見ると，環境条件のうえでの特異性みたい

なものはない，と考えていいですね。路網の密度は，国

内の平均よりは相当商いといえましょうが…。

安藤古生層ということと，年間雨量は全国的にみて多

7

学その3割列編

鰯
独自のポット大苗義IMilにより，活若率も優れ，

下刈りの省力効果もあがっている

いほうだし，生長期によく降るということで，造林木の

生長には恵まれているといえるでしょう。気候も温暖で

すしね。

2．短冊伐区とスギ・ヒノキ交互植え

林それでは施業方法はどうでしょう。伐採方法が日照

抑制の決め手になりそうですが。

山本作業道と架線集材を生かしたオーストリア風の短

冊型群状択伐ということですかな。陽の差す具合によっ

て調節するが，おおむね伐採幅は20m程度，大きいも

ので0.5haくらい。理想的にはこれに60mの保泄樹帯

を残す。植栽は6,000本/h紐でスギ3本とヒノキ3本の

交互植え，苗木はポット3年生の大苗ということです。

安藤この植付け方法も，山本さんのところの特徴の1

つですが，始めのころ，確か1本交互でやられて，ヒノ

キが被圧されたことがありますね。

山本それで3本に変えたのです。私は，外材に対して

も，独特で優秀な材質を持つヒノキを高く評価している

んですが，混植によってこのヒノキの材質をよくしよう

としたのと，施業に対する要求の変化に応じやすくする

ためです。

川田1列で・・・。。。・・・という交互よりも，こ

れを3列ぐらいを束にして繰り返したほうが，9本群の

群状植付けのようになって，安定するのではないでしょ

うか。

林業技術No.5461987.9
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木製のポットと育苗箱。これらの工夫により育苗の

システム化がはかられた

山本氏の創意工夫の一端

ろですが，陽性の雑草を繁茂させないための大ざっぱな

目安をいえば，樹高1/2くらいの伐採幅ということにな

るでしょうか。

山本この調査された現場は，前生樹が悪くて林分改良

的な取扱いをしているところなので，保護樹帯の幅が狭

く，むしろ漸伐的になっていて私の考える理想形にはな

っていないので念のため。

林こういった伐区をとることによる問題点はないでし

ょうか。

山本問題は，小伐区が多くなるために，林縁が増える

ということで，まあヒノキはいいとしてスギにはなんら

かの影響があるのではないかと心配しています。

安藤確かに，その点は注意する必要があるでしょう。

不定芽が急に増えるとかいろいろ影響はあるかもしれま

せん。

4．珍しいヒョロ高大苗の使用

川田山本方式でもう1つのポイントは，ポット大苗を

使っているという点でしょう。

林そうですね。しかもヒョロ高苗に仕立てるというの

が面白い。あまり常搬にはないような気がしますが…。

安藤確かに，こういう苗木がいいという話は，林業試

験場でもあまり聞いたことがありませんね。

山本苗木の品評会なんかでは，まずだめでしょうな

あ。しかし，私はこれが好ましい形だと思っているん

図･1陽性雑草木を抑制する短冊伐区の実施例

安藤そうかもしれませんね。それに6,000本/畑とい

うのは，多すぎるのじやないかと思うんだけれど。それ

だけコスI､が掛かるんだし…。

山本台風だとか兎の害だとか，いろんな被害を考える

と，これくらいは植えておかないと，どうも安心できん

から…。

3．短冊伐区の効果と問題点

林日光の照射をセーブして，スギ・ヒノキと鏡合する

陽性の雑草木を育たないようにするという短冊伐区の実

態について，川田さんに調査していただきましたが，い

かがでしたか。

川田伐区の測避結果は図・1のとおりでしたが，一部

ススキの侵入が見られるところがあって，開けすぎでは

ないかなというところもありましたが，おおむねうまく

いっているようです。

安藤この方法を普遍的なものにするには，どれくらい

の照度でどの雑草木が消えるかという情報が欲しいとこ

林業技術No.5461987.9
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川田昭二郎

1．山本森林の概要と施業の基本方針

山木森林K.K.は持ち山が天然ヒノキで有名な白髪山

の東，商知県長岡郡大豊町にある。ここはいわゆる台風

銀座にあたるため森林の60影弱22011aを経済施業林と

し，全面積の40％強にあたる17011aを防風施業林とし

て尾根筋や風衝地に網目状に配置している。

それぞれの施業林の施業の基本方針は次のとおりであ

る。

スギ，ヒノキ壮齢林の多い経済施業林は更新時にス

ギ，ヒノキの混交林に変えていく。更新にあたっては皆

伐は極力避け，スギ，ヒノキを混植し，ヒノキの天然更

新も併用する。天然に発生するホオノキ，ケヤキ，ヤマ

ザクラ等の有用広葉樹を保存し，一斉造林の繰り返しに

よる地力の低下と生態系の脆弱化を避け，しだいに針広

混交の択伐林施業に移行させる。現在の伐期は60年く

らいだが，森林の蓄積が増えればより長い伐期に変えて

いく。

防風施業林は60年生前後のヒノキを主とする造林地

に天然生のモミ，ツガや広葉樹を混交している。ここは

皆伐は一切行わず，将来は択伐林に誘導し銘木級の材の

生産を意図する。

2．日照抑制と大苗による省力造林

1）省力造林の基本理念

山木森林では省力造林の基本理念を，

(1)スギ，ヒノキは植物社会の生存競争の中で育てなけ

ればならない

(2)自然植生は敵ではなく仲間である

(3)植物は植物で制する

の3点に置いている。スギ，ヒノキの普通苗を皆伐して

植栽したのでは従来からの下刈りから逃れることはでき

ない。そこで上記の理念に基づき皆伐を避け日照を抑制

して侵入する陽性植生の繁茂を抑さえ，大苗植栽によっ

て植生との競合から短期間に抜け出すことを意図し，長

年月の試行錯誤を経てようやく所期の目的を達成するこ

とに成功した。

それでは山本氏の上に述べた省力造林の理念を実行の

林業技術No.5461987.9

で。自然植生との競争は，上長生長が問題だから…。

林本紙の8月号で報告していただいた，安永氏の充実

苗方式との論議が必要でしょうが，これはいずれまた機

会をみてということにしましょう。ところで，植えると

きにポットをはずすようですが，根は大丈夫ですか。

山本根が土を抱え込んで，ガッチリと固まったように

なっているので，そのまんまの形で取り出せるよ。最初

は支柱を立てることを考えたんだが，3年生4年生の苗

木になると，植えたあとシャンとしてきて，その気遣い

はいらんかつた。ただ，雪に押された場合は，多少手を

掛けてやらんといかんじゃろう。

安藤やはり，山本さんところがうまくいっているの

は，ポット苗ということにあるでしょう。これが裸苗で

は，活着・生長もそれに功程もこのようにはいかないで

しょう。

林ということで，タケニグサなどには負けないという

わけですね。

川田それに，植えた年と2年目に肥料をやっておられ

ますしね。

林それでは，山本K.K.方式の概要と，それに対する

一応のご意見もいただきましたので，ポイントとして挙

げられました“日照抑制施業”と“大苗養苗”の実際に

ついて，川田さんと竹内さんに報告をお願いしましょ

う。
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段階でどのように生かしながらその道をたどったかその

経過を探ってみよう。

2）ヒョロ高苗への挑戦

従来，大苗は枝葉部分が大きく移植時に根が切断され

るため活着が悪く，生産コストと輸送費が大きいことが

難点とされてきた。山本氏は土佐人のイゴッソウの良い

面を発揮し，この常識に挑戦し10年の歳月をかけて難

点を克服し育苗のシステム化にようやくこぎ着けた。そ

の結果が竹内郁雄氏によって後述されるヒョロ高のポッ

ト苗である。育苗の詳細はそちらに譲るが，まず，山本

氏は下刈りの省力を考慮すれば苗として必要なのは苗丈

で，これまで良い苗の条件とされている下枝が張るとい

うことは必ずしも必要な条件ではないと考えた。ポット

にすることで難点とされる活着の問題を解決した。育苗

のコストも従来の苗木よりは高いが，植栽と下刈りの省

力効果を考慮すれば-|-分満足できるとし，輸送コストも

前述の路網と伐出時の架線を植栽時まで撤去しないで利

用し，山に運ぶことで解決できたという。

ちなみに，植穴は根が入る程度の小さなもので，浅植

とし，根踏みは行わず鍬の頭で根の回りを押さえ込む程

度ですませ，1日1人で400本の植栽を行っている。

実行の現場を拝見すると山本氏のいわれることが納得

できる。植栽後2年目の終わりには植栽木は150cmを越

え3年目には草の上に頭を出している。

3）下刈りの省力

山本氏の雑草木に対する考えもユニークでその大筋は

次のようである。

造林地に最初に侵入してくるダンドウポロギクやタケ

ニグサはいち早く全面を覆うが，これらを下刈りしては

いけない。その理由はこれらが次に侵入してくるススキ

等の陽性の多年性草本や木本の発生や生長を抑さえてく

れるからだ。ヒョロ高苗を植えるからこれらで生長を抑

さえられることは少ないし，下刈りすると苗に力がない

から倒れてしまいかえって悪い。一緒に育ててはじめて

ヒョロ高苗はやがて一人だちができるようになる。

どうしても刈り取らないといけないのは伐採前に林内

にあったコクサギ，カジノキ，ノリウツギとかニワトコ

等の萌芽やクズ，ヤマフジ，マタタビ等のツル類であ

る。これらには大苗も勝てないから処理が必要だが，な

にも夏の暑い盛りに刈る必要はない。労務に余裕のある

冬に刈っている。そのほうが他の草は枯れているので歩

きやすく，刈る必要のあるものもみつけやすいので能率

も上がる。

称業技術No.5461987.9

ブル改良移動築材機

一般に次年の萌芽の発生を抑制するためには溌分を貯

め込まない夏のうちに刈るのがよいとされている。しか

し，日照の抑制で萌芽も皆伐地のようには伸びないか

ら，労務配分や能率向上のため冬に行うのも一考に値す

ることであろう。

4）日照抑制の伐採方法

日照を抑制するため非皆伐としヒノキや広葉樹を上木

とする二段林の造成を計画し，実行もしている。しか

し，急峻な地形を考えると単木的な選木による伐出は経

済的に不利で，低コスト林業としては短冊型群状択伐が

好ましいとし5年前から実行に移している。

これまでの実行の状況は山本氏の考える理想形ではな

いとのことだが前掲の図に示されているとおりである。

このほか巣植えのように立木の小集団を残す「巣型二

段林」にも手をつけている。

短冊型群状択伐でも皆伐に比べると伐出の経費は20

％程度はかかり増しになる。このため,さらに,林道と架

線を有機的に結びつけ，搬出を効果的に行うため架線集

材の可能な自走式の｢歩く集材機｣の開発も行っている。

3．おわりに

山本氏のここに紹介した考えや方法はこれまでの習慣

にとらわれている人からは出てこない。常に問題意識を

持って山に入り綿密な観察を続け，創意工夫を凝らして

いればこそたどり着いた考えであり方法であろう。もち

ろん，座談会の記録にもあるように一般化するためには

まだ問題は多い。今後のますますの発展を期待したい

が，特に，このような伐採をした場合，台風銀座の強風



11

に対する耐性はどうなのだろうか。山本氏もこのことを

気にしておられるが，幸いここ10年ほど大きな台風は

訪れていない。

（かわだしようじろう・高知県農林水産部林業課）

使用した。このポットは短期間の使用にはよいが，長期

に苗木を植えておくと壊れる欠点があった。次にポリポ

ットの側面や底面に穴をあけて使用した。こうすると，

かなりよい苗木ができるが，底面が小さいため風等によ

って倒れることが多く，放置すると幹に曲がりが生じる

欠点があるし，根が隣のポットへ入ることも多かった。

これらの欠点を補うものとして，現在は木製ポットが

使用されている。木製ポット（図・1）は，3．1×7.8cm,

厚さ0.8cmのA板6枚と，高さ8.6cmで幅が上辺，下辺

がそれぞれ9.9,7.8cm,厚さ0.8cmの逆台形状のB板

2枚で作られる。ポットには通気と排水のため，両側面

に平行に1.2cIn'幅で2個ずつと底面に1.6cm'幅で1個の

すき間を設けている。

育苗箱は播種床や床替え床に，また木製ポッI､を3×

7個並べるのに使用する木製の箱である。大きさは63

X38CIn,高さ9cInである。育苗箱の材料は63×9cm,

厚さ0.6cmの板6枚と36×9cm,厚さ1.5cmの板2枚

である。

ポットと育苗箱は，防腐処理された各2種類の板を材

料とし，部品を少なくして制作や修理に便利な工夫を凝

らしている。その耐用年数は7年程度とみられている。

育苗箱に並べられたポットは，2側面では隣のポットと

接してポットの倒れるのを防ぎ，逆台形状の2側面は下

部で3.7cmのすき間を生じる。この通気用のすき間は，

根が隣のポットに入り込むのを防ぐ重要な働きをもって

いる。

3．大苗養苗の実際

用土の消毒：播種，床替え，ポット用土は育苗箱に入

れ，箱間にすき間をつくるよう職み上げて専用のビニー

ル袋で包みガス畑蒸する。

播種，床替え：播種用の種子は，ヒノキでは自山林の

伐採時に採取したものを貯蔵し，スギではヤナセスギの

天然林から採取したものを用いている。

育苗箱に3月に播種し育った稚苗を，スギは6月ころ

から大きさ別に苗間3cm,列間6cm間隔で育苗箱に床替

えを始める。ヒノキの床替えもスギと同様であるが，根

が弱いため少し遅く始める。床替えした苗が15cIn以上

になると，木製ポットに1本ずつ移植する。生育の悪い

苗は，大きくなるまで再び床替え床で育てられる。

播種からこれまでの作業は，風通しのよいビニール屋

根の下で行われる。床替えやポッ1､への移植は，苗の生

長に応じて行う。その方法は，育苗箱を台上に移動し，

いすにすわった楽な姿勢で行っている。

林業技術No.5461987．9

3.密仕立て大苗養苗の

実際

竹内郁雄

山本森林K.K.では，下刈りの省力を目的として密仕

立てのポット大苗養苗を行っている。その特徴は土をつ

くり，自家製の木製ポットと育苗箱を用いて,11n2当た

り約90本の3年生で0.8～1.0mの大苗を生産すること

である。以下にその概要を紹介しよう。

1．土つくり

播種，床替え，ポット用の土は，自家製くん炭が1／

3，赤土が1/3，それにパーク堆肥と牛糞堆肥を2：1に

混合したものが1/3の配合土で，すべて同じものを用い

ている。

自家製くん炭は，チップを材料として製造する。くん

炭を製造する平炉は，チップ約8nf(4.5トン車1車

分）を一度に処理できる大きさで底面3×31n,高さ2

mである。くん炭は，チップに着火した30時間くらい

後に，表面を3m前後の厚さの赤土で覆い3～4日かけ

て作る。くん炭はチップ8nfから約2nf得られ，この量

はポット1万個分のくん炭用土に相当する。また，覆土

して焼いた赤土は，新しい赤土と混合し配合土として使

用する。

2．木製ポットと育苗箱

育苗用のポットは，10年余り前はジフィーポッ1､を

-11．5－－勿
｜ー99一； i←－62－到

1
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３
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２
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ポットの管理：移植されたポッ1,苗は，育苗箱に3×

7本ずつ並べ屋外に置いて2年間育てられる。このとき

の密度は'1旅当たり約90本の密仕立てである。2年の

間に，苗の中には育苗箱の外側に曲がるものがある。こ

の場合は，育苗箱を回転させて幹の曲がるのを防ぐ。ま

た’生長が異常によい苗は，根がポットから出て地中に

入っており根を切る必要がある。ポットに植付けて2年

間育てた3年生苗は苗高0.8～1.0mに生長し，根はポ

ット内に充満している。必要に応じて大きい苗から山出

しするが，生育の悪い苗は次年の山出し用に据え撒く。

水分’施肥管理：ポット育苗は，苗畑での育苗に比較

し水分管理，すなわちかん水に注意しなければならな

い。ここでは，山地の条件を味方にして見事これを克服

している。その方法は，育苗箱を並べる場所よりおよそ

50m高い箇所に10nfのタンクを設置して谷川の水を取

り，そこから直径4.5mlのパイプで水を落とし自然の水

圧だけによるスプリンクラーを利用している。このスプ

リンクラーは，半径8m近く散水することができる。

施肥は，苗木の生長をみながら適当な粒状肥料を選定

し，育苗箱にパラマキする。山出し苗は，，力月くらい

前に施肥を行い充実させることもある。これらの施肥と

水分管理を組み合わせることにより，目的に合った苗木

を生産することが可能となる。

II群状植付けによる

下刈りの省力
新城･段戸国有林の

場合を中心に

林寛・渡部庄三郎

1．なぜ群状植付けか

林業作業の特色は，労働手段（機械等）が労働対象

（苗木等）を追って移動しなければならないところにあ

る。また集連材作業は，立木あるいは伐倒木を対象とし

た“点作業”といえるが，これに対して育林作業は，地

ごしらえ・下刈り等を考えてみてもわかるように“面作

業”である。このために，林地全体の地形・地表等の影

響を受ける。

そのうえ，一般に行われている植付け造林は，平植え

林業技術No.5461987．9

4．ヒョロ高苗の得失

これまでの大苗は，疎仕立てで枝葉が大きい割に根が

小さいため活着が悪いことが多く，植栽季節も制約され

た。また，養苗コストや植栽コストが高い欠点を持って

いた。ここで生産された苗は，樹冠幅の小さい山本氏の

いうヒョロ高苗になる。ヒョロ高苗は，植栽後2年程度

を経過すると，大部分は樹冠が張り幹もしっかりしてく

るが，中には自力で立つことのできないものもあり，引

き起こしが必要な欠点がある。このため普遍化するには

雪の多いところで問題があるかもしれない。また，ポッ

トで冬を越すこの養苗法は，根部が地表より上に置かれ

るため，寒冷地域では凍結による寒害に注意が必要であ

ろう。

しかし，ヒョロ高苗ではあるが根は十分発達している

ため，1日に1人400本植えているが活着率は100％に

近く，春から秋まで植栽可能となり植付け作業に柔軟性

が持てる。また，苗が足りない場合は2年生苗を，余っ

た場合は4年生苗にして山出しすることも可能で，苗を

むだにすることがない。そのうえ，苗高が高いため下刈

りを著しく省力できる。ここで述べた3年生苗木のコス

トは60円で普通苗に比べやや高いが，これらの長所は，

造林のトータルのコストを下げるのに大いに役立つであ

ろう。（たけうちいくお・林業試験場四国支場造林研究室）

スギの群状植栽（新城営林署段戸国有林，24年生）

といわれる一一例えば1.8mに1本でha!当たり3,000本

という－方式である。これでは緩斜地でも椎餓木がじ

ゃまで機械は走れたものではない。

同じ3,000本でも,11n方形の四隅と真ん中に1本ず

つ，5本を群にしてまとめて植えると，3．1m,の空間が

できることになる。この群状植付けの方式をとると，植

栽木が群で雑草木と対抗できるということで，労働力の
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表･1試験地震境表（新城試験地）
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図･1群の形式（新城試験地）

投下が制限された場合でも，成林への条件は優れている

し，機械化という観点でも決定的な特性を持っている。

10年前の時点で調査の行われた群状植付けの実行例

は，国有林だけでも150件を数えているが，気象害の防

除をはじめ形質の向上，省力など目的は区々である。タ

ーゲットを明確にし，体系を整理することによって，自

信を持った展開ができるようにしていくべきである。さ

らに，いま林野庁が推進しようとしている“人工更新も

一律的な保育をやめ天然力を活用''だとか“複層林施業

の拡大”だとかについても，この植付け方式の導入が，

ぜひ必要ではないかとも考えている。

2．実行方法とねらいは

群状植付けと目的の変遷：この群状育成法は，夫婦植

え（2本群)，五徳植え（3本群）などと称して，昔か

らわが国でも一部では実行されていた方法である。それ

が，戦後ソ連のミチューリン・ルイセンコ農法の中で，

巣まき・巣植えとして紹介されて，注目を浴びたもので

ある。もちろん，ソ連だけのものではなくてヨーロッパ

でも行われているが，目的は，風雪等の気象害に対する

防除法としてのものが多いようである。わが国で，省力

801
一一一 一

地仮補施倒下つ除
ご植木刈る

こ植植肥起り切伐
"E__''

保育課程今

図・2普通方形植を100とした累積ha当たり投下労働量
の割合（新城試験地）
A-1,B-1:耕うん群状,A-2,B-2:普通群状
A-3,B-3:普遍方形

を主目的として取り上げられるようになったのは，昭和

40年代からと思われる。

先に述べた150例を見ると，主たる目的は省力60％，

気象害対策35％，形質向上等5％となっている。

新城試験地の方法とねらい：昭和37年度に‘造林作

業における省力技術の確立”のテーマで長期研修の結

果，群状植付けがもっとも注目すべき技術と評価し，研

修終了直後に新城営林署・段戸国有林に試験地を設定し

た｡､試験地の環境は表・1のとおりである。

植栽樹種はスギ・ヒノキで，群状は前述した1nl方形

に5本のタイプで植付け密度を5,000本/haとした（図

・1)。地ごしらえは無地ごしらえ（枝条散在)，植付けは

林業技術No.5461987.9

場所

地 況 樹種’｜スギヒノキ
“
一
岬
一
麺

狭岩

土性

深度

堅密度

湿度

生長期間

平均気温

年間降雨量

初職晩報

職雪

備考

4-1o月

l3oC

29500～3，000mm

11月上風3月下

11月上－3月下
平均20“,最深60cm

ha5，000本目標
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図･3群内位置の生長カ

リ，特に耕うんが困難であったとともに，植栽木の生長

にも歴然たる差があったためである。

少なくとも，普通群状では,A・Bいずれも確実に投

下労働鉦が低下することはあきらかである。これを周辺

の営林局の，省力を目的としたスギ・ヒノキ群状植付け

について見ると，対照区を100とした場合，下刈りは

労働鐙で74％，直接経費で81％の試験地が群状植付け

有利になっている（本誌544号,p.12の棒グラフ)。

実をいうと，まったく下刈りをしなかったらどうなる

かという，情報が欲しかったのだが，営林署の事業実行

の中で行われたために，結局手入れをせざるを得なかっ

た。なんらかの絡好で，ぜひデータをとってみたいと考

えている。

パワーロータ方式の残像：もう1つ心に残っている問

題がある。この新城試験地で，写真のようなパワーロー

タを使って中討除草方式の実験を行った。作業機部分の

改良など工夫を加えてはきたが，完成に至っていない。

この方式だと，まず下刈り時期をずらすことができ

る。実験によると3月の中耕では効果がないが，5月に

実行したものは，9月になっても，群の中には草本がわ

ずかに生えている程度で，下刈りの必要はなかった。ま

た誤り伐りを防ぐという点でも，その効果が大きく評価

されてもいいと思われる。ただ根のからみつきが相当あ

写真･1群状植栽地の生長状況（スギ5本群，中央木
が欠如している，24年生，新城賦験地）

写真･2群状植栽地の生長状況（ヒノキ9本群，24年生，

根曲がりは傾斜の方向に生じているがとくに群の

影響はみられない，中津川試験地）

対照区と普通群状区が植穴掘機による3穴/1本当，耕

うん群状区は1辺1.2mとし6×6穴の36穴耕うんを

基準とした。

中津川・付知そして全国：新城と同時に，中津川署の

上村恵那，付知署の裏木曽にも試験地を設けた。中津川

は生長・収税面にポイントをおき，群本数5本と9本

で，群内間隔0.5mと1.0mとし型枠を使って厳密に設

定した。付知は事業的なスケールの検討ということで，

5本群を基準に1haを実行した。

これを全国的なスケールで見ると,スギ･ヒノキは5本

がもっとも多く，トドマツは9本が最頻値であるが,省力

目的で4～5本，気象害対策で12本の事例がかなりあ

る。群内間隔はいずれも1In前後が基準になっている。

3．結果を見て考えること

ha当たり投下労働量の差:10年経過し，除伐まで終

わった時点での新城試験地のデータによれば,図･2のと

おりである。繰り返し試験区のAとBを分けて図示した

のは,B区の前生人工林が通常のうっ閉状況であったの

に対して>A区はやや成績不良地で瀧木が侵入してお
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薬剤散布

群内･耕うん

（植穴掘機ダイナマイl､）

催藁舗式ｼ）

群状植付け

図･4植付けエ程補充によるエ程単純化
（林業技術No.282より）

り，そのためにha当たり5.2人を要した。根とり時間を

排除できたとして計算すると3．8人，機械の改良が残さ

れている。

群内コントロールへの宿題：24歳になった試験地を

今回訪れて，いささかの感慨を覚えたが，いちばん気に

なったのは，群内のどの位置の木が優勢になっているか

だった。農作物では，真ん中に近いほど大きくなるよう

で，密度が高すぎると共倒れを起こす。林木の場合は，

人手を借りなくても，自己間引きの現象が起こる。野性

の強さであろう。

調査した結果は図・3のとおりである。円の大きさは，

群内同位置ごとの直径合計を，調査群の総数で割ったも

のである。欠如木が少なく，直径が大きいほど値が高く

なる。群内の位置によって直径生長がどうなっているか

を簡単に示してみた。

はっきりしているのはヒノキ群である。あきらかに中

央木が悪い。ほとんど消滅あるいは除伐されており，調

査22群中わずか1本だけが現存していた。スギはこれ

ほど明確な傾向は示していないが，少なくとも中央木有

利にはなっていない。

この点，中津川試験地については，十分な調査ができ

なかったためもあると思うが，ヒノキを含めて，あまり

はっきりした傾向は見られなかった。ただこの場合で

も，5本・9本群,0.5m．1．0m間隔ともに，むしろ

周辺木が優勢のようであった。

中央木が，群内のうっ閉を早くするだけの効果しかな

かったとすれば，その役割をマルチングペーパーなどに

代行させることも，考える必要があるかもしれない。

4．省力技術としての今後

作業技術的アプローチでは：林業の機械化はわが国の

厳しい条件下でもそれなりに発達してきたが，造林作業

については著しく遅れている。苗木という生き物を扱う

こと，面作業であることなどがその原因となっている。

植付け方法を群状植付けにかえると，この点がずいぷ
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ん軽減されてくる。先に述べたように，群間が広くとれ

るので機械の走行が容易になるのはいうまでもなく，1

本1本でなくなるので，作業が群に"点"化されてくる。

機械の開発にしても，負担が軽くなる。1m方形程度

を耕うんして，5本前後のポット苗を打ち込むくらいの

作業機なら，開発するのもそんなに困難なことではなか

ろう。

育成技術的アプローチでは：生産性向上は，まず機械

など労働手段の高度化によるのが通常であるが，林業の

ような有機生産では，苗木など労働対象による方法も考

えられる。

農林業生産は，主として雑草との戦いであるが，前に

も述べたように，林木は，農作物と違って，野性的であ

る。林木自体と雑草との勝負は，かならずしも不利では

ない。天然性稚樹の発生の形態に見習って，“群れ”さ

せれば，より強固なものになるだろう。

林木同士の競争も，共倒れを起こすことはまず考えら

れない。密度を高くすれば，かえって自己間引き作用は

強く働き，優劣が早く明確になることによって，安定へ

向かわせるに違いない。平植えで保育不良というのは山

にはならないだろうが，群状植付けの場合はそのような

状況でも希望が持てよう。

無下刈りへのアプローチを：昭和40年に，日本林業

技術協会が行った“林業技術向上の具体的方策につい

て”という懸賞論文では，図･4のような体系を提案し

た（林：本誌282号p.9)。無下刈り造林である。

薬剤は，最近あまり使われなくなってしまったが，林

地全体に振りまくというのでなく群内にスポット的にと

いう'ことでなら，コンセンサスも得られやすいのではな

いだろうか。

耕うんは，いまや植穴掘機というわけにもいかないだ

ろう．し，ダイナマイトも大変なので，ポット苗と併用

で，新しい手段を考える必要があるだろうが，少なくと

も大苗を使うことで，耕うんに匹敵する期待はできると

考えられる。

＊ ＊＊

今回は時間の都合もあり，十分な調査ができなかっ

た。付知試験地については観察もできずじまいである。

群状植付けの体系化は，どうしてもやっておかなければ

ならない課題だと思っているし，別の機会に識者の協力

を得て，本絡的な調査を行いたいものである。

（鰍鰍ざ緯ろう職蝋繍雛覺）

林業技術No.5461987．9
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第33回林業技術賞業績紹介

スギ，ヒノキの穿孔性害虫

スギノアカネトラカミキリ

の防除技術に関する試験研

究

b

斎藤諦

本年度『林業技術斑』は，山形県立林業試験場で30年にわたり昆虫の研究に従事され，特に未解
明の分野であったスギ，ヒノキの“とびくされ”被害とスギノアカネトラカミキリの因果関係につい

ての研究およびその防除技術の確立に大きな貢献をされた斎藤諦(あきら）氏に授与されました。い
まやこのカミキリ対策は全国的関心事の一つでありますが，試験場を退かれた現在もより簡易な被害
探索法と防除法の研究に情熱を注がれています。以下にこれまでの成果を述べていただきました。

1．はじめに

古くから「とびくされ」「むしとび」などと呼

ばれるスギ，ヒノキの樹幹材の変色，腐朽の被害

が全国各地で問題とされていたが，この被害がス

ギノアカネトラカミキリの加害によることを確認

した。被害の甚だしい山形県を中心にこの研究に

取り組み，これまで不可能だとされてきた伐採，

製材以前に「とびくされ」を見つけ出す方法とし

て枝条解析を試み，枯枝を加害する幼虫孔道と脱

出孔から立木材内の被害を推定する診断法を開発

した。このカミキリムシの新しい加害樹種を調

べ，多年なぞであったヒバの「とびくされ」もこ

の虫であることを突き止めた。さらに被害の予防

に枝打ちが有効であることを立証し，これを指導

してきた。私がこれまでに調べた主な事項を紹介

しておきたいと思う。

2．被害材を使った建造物

スギの「とびくされ」は県内でかなり古くから

あったが，それに関する記録は見当たらない。し

かし被害材を使った建造物は多い。一時期に山形

市内で調べた例でも，17世紀前半から19世紀に

かけて建立された寺院・神社24棟が被害材を使

っていることがわかった。被害材を使った建造物

は県外では仙台市，京都市，摂津市，小田原市，

金沢市，郡山市，大館市，秋田市，松島町，盛岡

市，平泉町，青森市，弘前市，東京都内などの神
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社,仏閣,城,橋梁などに見られ,古くから各地で

利用されていたことがうかがわれる。また享保13

年(1728)の『飛州志」と延享3年(1746)の『白鳥

御材木奉行覚書・転』に記録がある。こうしてみ

ると被害は古くからあったが，その原因がスギノ

アカネトラカミキリによることが明らかになった

のは昭和30年で,比較的新しいことがらである。

3．枝条解析による被害の把握

とびくされは幹の内部にあって伐倒，製材する

前に見分けることはきわめて難しく，その被害の

実態を把握することができなかった。私はこのカ

ミキリムシが枯枝の付け根に脱出孔をあけて外界

に出ることに注目し，この穴を見つけると立木の

ままで箇所ごとに材の内部に被害を指摘できるこ

とを明らかにした。さらに枯枝を落とし，折って

縦断し加害している幼虫の発育程度で若齢，老熟

幼虫，成虫など孔道を区別できる枝条解析を行

い，立木の時代にこのカミキリムシの被害を確実

に見分けることができるようになった。

4．県内における被害の状況

(1)水平的に見た被害

庄内,最上,村山，置賜のどの地域にも被害が見

られた。どの地域でも西側斜面に多い傾向が見ら

れた。さらに激害は特定の地域に多く見られた。

(2)垂直的に見た被害

スギの場合,人工林では標高20mから1,000m



まで分布するが，被害はどの標高にも見られた。

なかでも標高200～300mの里山に多く，被害地

の80％を占めていた。

(3)人工林，天然林の被害

スギの天然林に被害が見られるほか，ヒノキア

スナロ，アスナロ，クロベなどの天然分布する樹

種にも被害が見られた。クロベのほかどの樹種も

人工林，天然林にも被害が認められた。

(4)被害林分の方位

被害林分の面しているいずれの方位にも見られ

たが，西,南西,南東向きに多い傾向が見られた。

(5)被害地の地質構造

種々の母岩の地質構造に現れるが，頁岩，凝灰

岩などの母岩に多い傾向があった。

(6)谷密度と起伏量

被害地は谷密度の大きいほうに約60％,小さい

ほうに約25％を占めていた。激害林分の現れ方

が低率であったのは，谷密度の小さい場合であっ

た。起伏量は100～300mの間に，被害林分の約

70％を占めていた。

(7)林分内の被害の現れ方

径級別に被害枝条数を見ると，被害は径級に無

関係に一様に現れること，林縁木に被害が多いこ

と，林分内で枯枝数が多く枝太型のものが被害を

受けやすいこと，枯枝の着生角度，湾曲の度合

い，間隔の疎密間には一定の傾向がないこと，枝

太型，細枝型に分けてみると大きな差はないが，

枝太型にやや被害が多い傾向が認められた。

(8)樹幹内の被害

被害は樹幹の下部から上部まで一様に現れるが

2番玉，3番玉に集中する例が多い。虫害は老齢

時でも被害が増える。樹齢の20年代の前半から

被害が見られ樹幹内に累積していた。心材色のア

カジン，クロジンの別なく見られ，腐れが見られ

る中からキンイロアナタが検出された例もあっ

た。木口面の虫害の深さは比較的浅い部分に現れ

ていた。地位のよい林地に成立するスギの被害

は，枝下高付近に集中し，樹冠下に少ない傾向が

見られ，地位の不良な林地の場合，被害は樹冠全

体に現れ，被害の程度も甚だしかった。樹幹内の
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孔道の長さは，潜入した枯枝の上方が下方よりや

や長い傾向があった。被害は枯枝，切断枝，生枝

に見られた。枯枝の直径，長さと各幼虫態の間に

一定の傾向が見られなかった。切断枝の場合，卵

からかえった幼虫は幹を加害するので，被害は大

きくなる。生枝は2次，3次枝の枯れた部分を食

害し，その加害部が幹まで入る例は少ない。県内

で行った調査では1例も見られなかった。スギの

死節と被害を調べた結果では，被害は死節ができ

て2年で見られた。変色の経過年数とその長さの

間に相関関係は見られず，枝の直径と変色の長さ

の間にも一定の関係はなかった。死節の周囲に変

色ができ，さらに幼虫孔がうがたれてから変色が

鮮明になることが認められた。

5．外部からの診断

県内の木材業者は，とびくされが土地柄ででき

ると信じていて，外観から診断する方法がとられ

てきた。要点は斜面の方位，樹皮の形状，不定芽

の発生，立木の生長状態，枯枝の分布・量などで

ある。この項目から被害の有無を推定する方法を

求めた。多くの業者の長い経験と勘によるこれら

の診断法は難点のあるものもあったが，示唆する

事項も少なくなかった。

6．ヒバのとびくされの原因の解明

本種の新しい加害樹種を明らかにし，ヒバのと

びくされの原因が本種によることがわかった。

7．枝条解析による被害解析

(1)本数密度と被害

被害枝条で比較すると本数密度の低い林分で

は，被害枝条の平均値は，密度の高い林分より大

きい数値を示し，被害枝条率も同じであった。こ

れは本種が陽性のカミキリムシであるという性質

と被害が結びついているものと思われる。枝と被

害の関係は,単木当たりの枯枝数と被害枝条数は，

高い相関関係が見られる。枯枝，切断枝，生枝と

これに加害した各発育段階の幼虫数と成虫の脱出

済みのものでは，定まった傾向が見られなかっ

た。昆虫の側から見ると，成虫の脱出済みのもの

が最も少なく，老熟幼虫,若齢幼虫が増えており，

被害が年々増えている傾向が見られた。直径，長

林業技術No.5461987.9
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さの各階層の被害数を示す曲線は，ほとんど平行

していて，枯枝，切断枝においてもこの傾向は同

じであった。また枯枝，切断枝，生枝とかなり広

範囲な枝を食害するので，完全な乾材性害虫とい

えず，その食性にかなり幅のあるカミキリムシで

あるということがいえる。

(2)生長状態と被害

林木の生長状態，枝条の性状と被害の関係は樹

幹内の「とびくされ」と密接に関係している。枯

枝，切断枝の被害枝条数は,BD型土壌の林分で，

平均5.7本であったが,BB(w)型林分で11.1本，

BB型林分で10.5本であった。被害枝条当たりの

カミキリムシの加害数の平均は，乾性土壌型の林

分で高く，被害も重複して加害しているため，本

幹内の被害を大きくしていた。枝の長さと被害の

関係では，枝の長さに無関係に被害が発生してい

るが,60cIII以下の枝条数がBD型林分では約13

％にすぎないが,BB(w),BB型林分では約52%

の高い比率を占める。枝は生長のよい林分ではも

ろく折れやすいのに比べ，生長不良の林分では年

輪も密で，強じんで折れにくい。この枝の性状

は，カミキリムシが産卵しやすくなり，本幹に食

入する比率も高くなり，材の価値を低下させる。

(3)スギ壮齢林の被害推移

本種の被害は20年生ごろから始まり順次増加

するといわれている。ジスギの壮齢林を対象に5

年経過した時点で被害状況を調べた。胸高直径階

別に被害木を見ると,前回12％にすぎなかったが

5年後では，すべてが被害木であった。被害枝条

の平均値は前回3～4本であったが，次回の調査

では4～6本であった。前回の調査では細い径級

に無被害木があったが，次回の調査ではどの直径

階にも被害枝条があった。樹皮型と被害枝条の関

係は“あみはだ”“はなれはだ”“あかはだ”の

現れ方には大きな差はなかったが，あかはだの場

合いずれも被圧木であった。前回の調査ではあみ

はだ，はなれはだの被害枝条率は低かったが，次

回の調査では高くなっていた。被害枝条率は前回

29％であったが，5年経過したもので調査枝条の

うち73％と高くなっていた。
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(4)訪花樹種が多いスギ林分の被害解析

本種の成虫はコゴメウツギの花によく飛来す

る。林縁に訪花樹種が豊富に繁茂する林分で，2

年継続して同じ林分で枝条解析を行った。訪花樹

種に，コゴメウツギ，ガマズミ，サンショウ，イ

タヤカエデ，ウワミズザクラ，クリ，ミツバウツギ

などが生育し，コゴメウツギがなかでも多い。被

害枝条率は27年生次で33％,28年生次で58％で

あり，増加率がきわめて大きくなっていた。若齢

幼虫,老熟幼虫,成虫，脱出孔などの加害形態の被

害枝条の和は,27年次には32％であったが,28年

次には47％になっていた｡訪花樹種が被害を助長

する要因の1つとなっているものと考えられた。

8．被害の防除

(1)枝打ちによる予防
せん

本種はスギの枯枝に産卵し，幼虫は枝や幹に穿
こう

孔する。本種の加害を予防するために枝打ちの効

果を検討した。樹幹内の「とびくされ」と関係の

深い枯枝・切断枝の比率は，枝打ち区の被害枝条

率は6％であったが，無処理区は47.4％であっ

た。枝打ち区の被害枝条は，枝打ちを行ってから

5カ年間に発生したものである。単木調査に材を
ぴ

だら挽きして両区の材を比較したが，無処理区の

材内部のとびくされは枝打ち区より著しく多く，

枝打ちによる虫害の予防効果が認められた。

(2)適度の本数密度

うっ閉を急激に破らないようにする。この成虫

は陽性のカミキリで，林分全体が明るい感じのす

る林分に多く発生する。うっ閉を急激に破ること

は避けるべきである。

(3)適地に造林する

不適地に造林したものでは，林木の生長が不良

でその性状が，この加害を誘発しているから適地

に造林する。

(4)被害発生地では材を利用する伐期を考える

高伐期にすれば，良質材が生産できるが，本種

の被害を甚だしく被る環境に成立する林分では，

高齢になるほど被害が累積し材の利用価値を減殺

する。被害発生地では伐期を下げ，材の利用価値

を最大にするように努めるべきである。



(5)薬剤による防除方法の開発

最近労働力が不足していることや，高所まで登

って枝打ちをすることが難しいこともあってより

効率的な新たな防除方法の開発に期待が高まって

きた。

1)煉煙剤の防除試験

実験用ハウス内にスギノアカネトラカミキリと

トゲヒゲトラカミキリの成虫を虫かごに入れ，ダ

ーズバン含麓16％粉剤を発煙させた｡投薬量は1

"当たり10,20,30mgとし，被煙時間を10,15

分とした。スギノアカネトラカミキリはいずれの

場合も18時間後にほぼ100％死亡した。また現地

で採集した供試虫253頭を16個の虫かごに入れ

スギ林分内に20m間隔につるし，煉煙剤を使っ

て林内試験を行った。虫かごの中での死亡率は経

時変化にかなりのバラツキが見られた。その後行

ったスギ被害林分の防除試験で，本種の成虫発生

期に3回に分けて煩煙し，秋に被害枝条を調べた

結果では，調査木1本当たりの被害枝条の若齢幼

虫孔数は無処理区の場合，平均して15.6個であ

ったのに対し，被煙林分は8.6個と少なかった。

2)訪花樹種利用による防除試験

本種の成虫は，コゴメウツギ，ミズキ，ガマズ

ミなどの花によく飛来するので，この習性を利用

して防除する試験を行った。試験はコゴメウツギ

の花が6分咲きのころをみてMEP剤の100倍

液，500倍液を花と周辺に噴霧し，その下にサラ

ンネットを敷き落下した昆虫を採集調査した。採

集した昆虫は100倍液で80種，158頭，500倍液

では16種，186頭で，この中に両種のカミキリム

シの成虫も含まれていた。

3)誘引剤による防除試験

地上1.6m前後に白色誘引器をつけ，誘引剤を

使ってカミキリムシの成虫を捕獲した。誘引剤別

に捕瀧数の多い順に挙げると，スギノアカネトラ

カミキリはプロピオネート，リナロール，コガネ

コールであった。トゲヒゲトラカミキリはリナロ

ールの捕漉数が1,222頭で極端に多く，次にアル

ファーピネン，ピロピオネートであった。翌年の

試験で捕盤数が最も多かったのは，ベンジルアセ

19

テートで，次いでリナロールとプロピオネートが

多かった。プロピオネート，ベンジルアセテー

ト，リナロールなどが有効であると思われる。

(6)訪花樹種の検索

訪花植物を調べることは，防除法の確立につな

がり，また被害分布の拡大を知るうえで重要であ

る。科別に見た訪花植物は，ブナ科3種，ユキノ

シタ科6種，バラ科12種，ミカン科2種,|､ウ

ダイグサ科1種，ニシキギ科3種，ミツバウツギ

科1種，カエデ科2種，ミズキ科3種，リョウブ

科1種，ハイノキ科2種，モクセイ科3種，スイ

カズラ科9種の計48種が木本類であり，キク科

1種，ユキノシタ科2種，セリ科1種，アカザ科

1種の計5種が草本類である。

(7)施肥林分における本種の被害

本種の被害は生長の悪い林分に多い傾向があ

り，回避策として林地肥培による地力の向上策が

考えられる。被害発生地域においてスギ林分に

15,16年次に施肥し,10年経過した｡この林分に本

種の被害が発生したので,25，27，28年次にそれ

ぞれ被害枝条の解析を行った。各試験区とも大き

な相違は認められなかった。したがって,15,16年

次の施肥の効果は被害量に影響は与えなかった。

(8)本種の抵抗性個体の選抜

本種の幼虫の加害は，スギの枯枝の直径が0.5

cnl以下のものではきわめて少ない。また枯枝に2

次枝が多いものに被害が多いから，枝に2次枝が

ついてないこと，樹皮がはげにくいことが選抜の

規準になるものと思われる。

9．おわりに

とびくされの原因がスギノアカネトラカミキリ

であることがわかったのは，余語技官が宮城県石

巻営林署のスギ材払下げが発端になった。私はこ

のカミキリムシを追い続けてきたが，最近はスギ

人工林の管理の不行き届き，造林の奥地化，不適

地への造林など被害が増える要因が多いことを憂

慮している。被害の予想地域の判定と管理技術の

体系化など残された課題も少なくない。今後もこ

の種の研究の一助になれば幸いであると念願して

いる。伽・山形県立林業試験場／経営潔境部長）

林業技術No,5461987.9
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I

第33回林業技術コンテスト要旨紹介
わが国林業の第一線で活躍されている技術者の成果発表の場である「林業技術コンテスト」は，去
る5月28日，本会会議室にて開催されました。今回は，支部からの推薦15課題のうち，森林施業に
かかわる発表が半数を占めたことが注目されます。それぞれの発表については，以下の要旨紹介をご
覧ください。

林野庁長官賞

苗木仮植機等の改良による

作業仕組等の改善について

青森営林局横浜種苗事業所

西浜孝一郎・小川実

横浜営林署野坂昌吾

1°はじめに

種苗事業における老齢化や腰痛対

策の一環として，掘取りならびに仮

植作業について機械化をすすめ，労

働強度の軽減と能率アップ等を図る

ことを目的として，機械の改良によ

る作業仕組みの改善を行い成果を得

ノド

(て

たので報告する。

2．仮植機の開発

本機の開発内容を順を追って説明

すると，

(1)プラウの改良：プラウを大型化

し溝の切れをよくし，「スリックポ

ード」（白色のプラスチック製）を

取り付け，プラウに土がつかないよ

うにした。

(2)ローラーの開発：ローラーの中

に鉄錘を溶接で取り付け重量を増す

ことによって(41kg),人力で踏み

固めた圧力状態と同様にした。

(3)ローラーの取付け：ローラーの

取付け角度を種々挨討し52.とし，

I

ローラー

(てん圧）
プラウ

(湖切り､覆土）

図・1仮植槻（側面図）

o従来の作業

溝切り→苗並べ→覆土→てん圧→溝切り

o開発仮植機の使用による作業

人力キカイ人力キカイ

苗並べ→寵謝→苗並べ→蒋雲→
Iてん圧llてん圧I
脚亜｜翻り！
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図･2作業仕組みの改善

I
’

バネを取り付けてローラーのてん圧

効果を高め，さらに左右の爪の取付

けにより，2本の線が描かれ真っす

ぐに前進できるようにした。

(4)仮植機の取付け方：ロータリー

ハローに取り付け，深く耕うんでき

るようにしたが，ボルトとナットで

仮植機が簡単に取外しできるように

改良した。

3．成果

仮植機の開発によって苗木並べの

ほかはすべて機械化された。その結

果，

(1)腰の負担等労働強度が大幅に軽

減された。

(2)作業量は1人1日4,700本（従

来3,300本）となり，42影の功程ア

ップとなった。

(3)冬期の苗木の枯損は，人力の場

合とほぼ同じであった。

なお，掘取機についても自作改良

した。根切機にフォークを取り付

け，軽四輪のデフを利用して上下に

振動させることとした。掘取りフォ

ークは先を曲げて下から苗木を持ち

上げるような形がよいことがわかっ

た。従来に比べて，30％の功程アッ

プとなった。

開発経費については，いずれも廃

品等を利用したので安く上がり，仮

植機では約8万円，掘取機では約5

万であった。



(1)材種別の出材状況：皆伐方式に

林野庁長官賞比べて低価格材(小径木･2rn材等）
中小径木を保残育成する人 が半分以下になった。

工林施業の実施一高品質(2)生産性:皆伐方式に比べ集.造

資源の育成と造林費の節減材功程はダウンするが'伐倒では功

名古屋営林支局新城営林署程アップとなり，総合生産性では皆
坂田金光･野々川吉弘伐方式と同程度である。

(3)売払い単価：皆伐方式に比べ，

1°はじめに 低価格材の出材率が低くなるため，

皆伐区域内にある形状良好な中小IIf当たり6,500円の単価アップとな

径木を保残し，これを将来資源化すった。

るとともに新植面積を縮減し，造林く造林事業について＞

投資の節減ならびに森林生産力の増(1)表のように施業することによっ

大を図ることとした。以下，この方て，全面積皆伐一新植の場合に比べ

式を中小径木育成施業（または育成総額で390万円節減された。

施薬方式）といい，従来のものを皆(2)保残育成された中小径木は冠雪

伐方式と呼ぶこととする。にも耐え，上木の伐採時(40年生）

2．育成施業力式に胸高直径7cmであったものが,35
ぴ

林分を表のようにタイプ分けし，年経過後18cmとなり,試験挽きした

それぞれのタイプに応じた施業を行ところ心じまりで，節の少ないみご

う。とな柱が取れた。

3．育成施業による実行結果以上について総合収支をみると，

＜生産事業について＞育成施業方式によれば350万円有利
表･1中小径木育成施業林分のタイプ分け

タイプ利用径級木の比率区分伐採方法更新・本数調整等

130%以下の林分林分保残択伐必要に応じ本数調整

230～70%の林分単木保残皆伐植栽（単木保残木を含む）
2,000本/ha

370％以上の林分皆伐皆伐植栽4,000|本/ha

択伐

皆伐

皆伐3170%以上の林分｜皆伐｜皆伐｜ホ
※利用径級木一スギ・ヒノキ10.5cm角柱採材可能

一ナラ・クリ･L等36cm以上の通直木
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となる。結局，造林関係における省

力と経費の節減が大きい。なお，保

残・育成される立木の資産化は見込

んでいない。

林野庁長官賞

暗きょパイプ引込み装置の

考案について

旭川営林支局天塩営林署

岩田輝昭・楠本太

1．はじめに

苗畑土壌を改良するためには排水

を促進する必要があり，そのために

最も効果の大きい暗きょパイプを埋

設してきたが，当地のような重粘土

質の所では多くの労力と経費を要す

る。そこで，暗きょパイプを容易に

埋設することができる「暗きょパイ

プ引込み装置」を考案したので報告

する。

2．構造ならびに実行方法

柵造は図に示すとおりであり，（1）

使用機械：トラクター（小松インタ

-D444．45PS),サブソイラ(石

川式TP型1本爪),(2)埋設の仕様

：深さ50～60cm,間隔7nl,有効

ノ
弾丸装置

L

「

、

ヤー着脱装置

ヤー’

一ドノ

k-i20'I,,-H

F==t二;音－|l0mm
爪(4本）

タイプ2（育成木との樹間距離を考慰して植栽を行う） 樺----------380'w畑･･－－．．－－－－－－－河

暗きょパイプ引込み装置（構造図）

林業技術No.5461987．9
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実行功程・経費の比較表 果等一応満足すべき効果を上げるこ

とができた。
区分

日本林業技術協会賞

土壌消毒用ビニールシート

巻取機の考案

高知営林局大栃営林署

陣山種苗事業所

川島岩夫・小原光代

’

長40m,(3)吸水管の規格：市販の

塩化ビニール製の暗きょパイプ内径

60nlm,長さ41n,(4)人員の配置：運

転手と補助作業者1名，(5)吸水管の

連結方法：針金またはポンド使用等

によって実行したが，作業は容易で

安全面でも無理はない。

なお，製作費は4万円（暗きょパ

イプ引き込みの弾丸装置3万円，同

着脱装置1万円）である。

3．実行結果

(1)埋設した暗きょパイプから降雨

後水が相当流出しており，停滞水も

なく排水効果は明らかである。

(2)実行の段階において，作業や安

全面について問題はなく，経済的に

も大きなメリットがあった。

(3)排水効果も十分であり，実行目

的である土壌環境の改善も十分に期

待できる。

(4)課題としては，吸水管に使用し

た硬質塩化ビニールのパイプに，全

面に7mmの穴があるが目詰まりしな

いで何年効果があるかについて観察

の要がある。この改善策として，暗
●●●●

きょパイプの周りにもみがらの注入

が考えられ，これの自動落下装置も

検討している。

以上のように，暗きょ引込み装置

は操作性，安全性，経済性，排水効

1°はじめに

土壌消毒用ピニールシート（幅6

Xnl長さ120m)の敷設および撤収

について，従来人力で行ってきた

が，これを機械化し組作業者数（6

人の組作業）の縮減，労働生産性な

らびに経済性の向上，労働強度の軽

減，安全衛生の確保を図ることとし

て，ビニールシートの巻取機を考案

したので報告する。

2．巻取機の製作

織造は図に示すとおりであるが，

巻
取
機
構
造
図

ピニールシート巻取機使用実績(1,000m2当たり)(厚さ0．07mﾛ,"6m,長さ100m)

欺設作

賢|鰯 経
計
要
小

業
所
費

巻
一
‐
劉
創

取作

所要
延時間

経
計蘇

業 機械償却費ほか

堂磯燃料蛮贈却騨蘇鴬
円 円

13,36013,360

6,680813127D000

％
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人
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人
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人力作業

’

人工
10

|《2・鏡）

人工

労賃100×7,200

瀧費
円
妬

×2

魂’ 1α〕

256 '-,'議一36

掘削～埋設・埋め
戻しまで

管
慨
水
準
吸
引

人工
1

1,ooom当たり経費

内訳 計

比率
％ 摘要
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I、ドマツ人工林内に発生した稚苗ツを全部間伐で除去，同30,37年

の消長は，自然の環境，特に林内の：弱度の間伐施行，同41年：稚苗

陽光愚に支配されることに着眼し，発生良好地に試験地設定，同42年

間伐と下刈り等によって稚苗の生長：間伐区の間伐施行，同53年：間

を促すべく，41年に試験地を設け伐区と対照区の間伐施行,同42～51

追跡調査してきたので報告する。年：間伐区の稚苗を保謹するため随

2．試験地の施業経過時下刈り施行。

面積は1.2011aで，次のような施3．試験地の設計および調査

業を行ってきた。昭和2年：山火跡稚苗発生の良好な箇所を選び，材

地にI､ドマツ，カラマツの列状混植職間伐率で50％区,30％区および対

(3,000*/1'a),同22年：カラマ照区を区画し，上木と相対照度，稚

表･1稚苗の生長および消長調査表

製作に当たって苦心した点は変速装

偲の部分である。

巻込み幅は80cIn,巻込径は60cm

である。取付方法は(1)ターンバック

ルをロワリンクに取り付け，左右の

ターンバックルでトラクターの前後

方向と巻取機のドライブシャフトの

方向が合致するよう調整し，(2)トラ

クターのトップリンクに枠アームを

取り付け，(3)最後に，トラクターの

PTOシャフトにドライブシャフト

を結合する。製作費は，40,500円で

あった。

3．使用結果

(1)取付けおよび取外しは簡単で，

それぞれ2～3分で完了する。

(2)機械運転手1名，補助者1名の

計2名で作業ができるようになっ

た。

(3)畑1,000m2当たりの所要時間

は，敷設6分，巻取り11分の計17

分であった。

(4)特に，巻取りの際のビニールシ

ートの破損は大幅に減少した。

(5)補助者は，ビニールシートをド

ラムへ引き込む位置の調節等軽作業

だけとなった。

(6)ビニールシートは，長さ80cin,

直径40mの円筒に巻き取られるの

で，保管に要するスペースが少な

く，また，保管中の破損の心配も少

なくなった。

(7)所要経費は，表のように人力作

業に比し約50％の節減となった。

’

1

本数は1㎡当たりに換算，苗高および当年伸はcm
各区の面積：50％間伐と30%間伐各0.5ha,対照は0.2ha
44，46，48，51の4カ年については，都合により表示を省略した

表･2鍛近の樹高階別本数

注1）
2）
3）
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トドマツ人工林の天然下種

更新

北海道名寄林務署

士別事業所越谷陛

皿
囮
ｍ

ｃ
ｃ
ｃ

９
○
グ
９

〔
〕
子
。
■
■
今
‐
勾
寺
。
の

Ｉ
１

－
ト
ト
ト
矧
椰

０
２
５

１
１
１

5 4

1）本数は1㎡当たりに換算
2)54,56,58,60の4カ年については都合により表示を省略した
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1．はじめに
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苗の消長ならびに生長，樹高階別推

移，更新の完了について調査した。

4．考察

調査の結果に基づき，次のように

判断した。

(1)天然下種を進めるためには林内

陽光が大きく影響している。(2)稚苗

生長だけからみれば50％間伐が好

ましいが，急激な疎開は稚苗の消滅

を早め，大型植生の繁茂を招く。(3)

したがって，上層木の間伐は2回に

分け,1回目は稚苗が10cm程度にな

った時点で30％を，2回目は相対照

度が20～30％に低下した時点でそ

れぞれ行う。(4)稚苗の保育には随時

下刈りが必要である。(5)稚苗発生の

不良箇所には「かき起こし」を行う

こととし，併せて山引苗の補植も行

う。

以上のように更新完了林分に誘導

するには，人工造林地同様の管理と

それ以上の期間を要するが，諸害へ

の抵抗性や材質面でメリットが大き

いと考えられる。

ｱーｸを収納

’
Ｅ
○
副
つ
一

林道除草機側面図

オイルシリンダー

作業功程比較 (単位:m/h)

100

115

660

721

※人力比較は人力を100とした指数

イルタンク，オイルポンプ，油圧バ

ルブを乗せ，軽トラックのシャーシ

には刈高，刈幅が調整できるアーム

を固定し，アームの先端にカッター

付円縦を取り付け，走行しながら林

道沿いの除草を行うもので，エンジ

ンの始動以外はすべて運転席で操作

できる。

(1)刈払部：刈幅は52cm(円盤径

38cIn+カッター2枚分14cIn=52

cm),刈高調整：アームを上下させ

調整（最大102cnlまで刈高調整可

能)，(3)刈払いの位置調整：アーム

は鉄製で92(m,また,25unまで伸

縮自在（横断方向に128cmまで刈幅

調整可能)，(4)動力の伝達：油圧装

置により，オイルシリンダー(刈幅，

刈高調整）とオイルモーター（刈払

部の円盤）に伝達する。

3．実行結果

(1)運転手1名，誘導者2名で実行

したが，実用化にあたっては，誘導

者は1名で十分である。

(2)作業功程は表のとおりで，改良

の効果は十分に発揮されている。

(3)なお,10月下旬（除草機の完

成）の調査であるので，最盛期の生

草状況で実施すればさらに大きな効

果が期待できよう。

(4)直径3an程度の潅木類も容易に

刈り払いでき大幅に能力アップとな

った。

(5)障害物（石等）に触れた場合，

カッター部でショックを吸収する仕

組みになっており，安全面でも大き

く改善された。

以上のように，新型機は装置の耐

久性と安全性，除草作業の効率およ

び移動時の安全性において所期の目

的は達成できたと考えられる。

日本林業技術協会賞

油圧を利用した林道除草機

の試作について

秋田営林局生保内営林署

生保内製品事業所

佐藤清・武藤晟平・佐藤孝栄

1．はじめに

軽トラックに刈払機とチェーンソ

ーの部品を利用した林道専用の除草

用アタッチメントを装着した除草機

を試作し，種々改良を加え，動力源

として油圧式玉切装置の油圧系統を

利用した林道除草機噺型機）を開

発するに至った。

2．除草機の構造

軽I､ラックの荷台にエンジン，オ

林業技術No.5461987.9

日本林業技術協会賞

筑波山における複層林施業

について

東京営林局笠間営林署

市毛二郎

柿岡担当区大滝隆

1°はじめに

壷~』逵 平たん地 ’傾斜地 平均 人力比較 伽考

人力

刈払機

旧型槻

新型機

368

411

０
０
２
４
３
５
９
９

２
２

334

396

2，316

2，518

351

404

2,318

2，529
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賦験区分別林分瀧成ならびに保育功程

林分構成(筑波試験区）

上 木

昭62.3

下木(ヒノキ）
林内照度
％

区分 m3
材積/ha

本

本数/1'a

植栽

年度

本
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Ry

(ヒノキ）
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9．9

5．4
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（下刈り1年生長期比）

と下木生長については現段階では，

40から50％の照度であれば風景，

森林環境上も好ましく，生長にも支

障がないものと判断される。

(3)被害等：61年3月の異常な冠

雪により，ひ弱な上木に4％程度の

被害（折損，転倒木）があったが，

その大部分は樹冠の形状等によるも

ので，保残本数が直接の原因であっ

たとは思われない。

(4)伐採搬出と造林作業：伐木集材

は架線集材によったが，点状，列状

保残は通常間伐と功程は変わらず，

帯状，群状保残区は通常間伐より功

程が上がった。搬出支障木はなかっ

た。地ごしらえでは功程比較はでき

林業技術No.5461987|．9

を加えるため，植栽木本数試験区を

増設した（表)。

3．考察

(1)景観上の検討＆遠景となるので

森林景観上の問題はほとんどない

が，疎林や下刈期に地肌が現れるこ

とがあるので，中景，遠景としては

帯状保残型がよく，近景や林内景観

では適正な点状保残が適すると判断

される。

(2)樹冠投影図と相対照度：樹冠投

影図による林床占有率と相対照度を

比較した相対照度とほぼ同様の数値

および傾向を示したので，今後の林

内照度測定にあたっては樹冠投影図

を参考にすることとした。相対照度

時代の要請に対応した森林施業の

一つとして，高齢級人工林内に苗木

を植栽して複層林を造成し，その施

業を体系化するための試験地を設定

し研究調査を行ってきたので報告す

る。

2．試験区の設定

高齢級ヒノキ人工林約33haを使

用して，複層林施業の指標とする6

タイプ17区画の試験区を設定した。

複層林のうち二段林を目指し，上

木保残を点状，列状（一列状)，等

高線帯状，直線帯状交互，群状の保

残型としたものと，林内照度に応じ

た下木生長と，下木相互の密度に応

じた競争の結果としての生長に検討
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なかったが，保残木の減少から下層

植生の繁茂が考えられる。下刈りは

普通林に比し1.0～1.5人/1,a少な

く，省力化ができた。

(5)空地を利用し，地元小学生の給

餌木の植樹，「森林の働き」につい

ての森林教室など森林教育の場とし

て利用できた。

確な差はなく，比較的狂いが少ない

ことから建築材としての利用は可能

であると考えられる。

3．経済的にみたカラマツ林施業

収穫予想表と現実林分とを対比す

るに，現施業で期待される中大径木

が材積的にも十分生産できる。現在

の伐採量（年間6,000m3)で推移す

れば，伐採林齢の延長により長伐期

良質材の生産は可能である。

経済的にみると，表に示すように

材価が低いために直接費をカバーす

るのが精いっぱいであるが，長伐期

にすることで造林経費を少なくし，

経済的に有利なものにすることは可

能である。

以上のようにして，良質大径材

（長伐期）生産を目標とし，当面は
跡だ1より

土台・桁・梁などの部材の利用を積

極的に推進し利用増を図ることが必

要である。

た，コンクリーl､の土のう積工をコ

ルゲートパイプの呑，吐口に施工し

好結果を得たので報告する。

2．設計ならびに施工方法

1)設計の概要

施工箇所：コルゲートパイプ埋設
のり

箇所の盛土下。構造：法長2m,法

勾配5分，コンクリート土のう控長

40cm,材料等：土のう規格72×48

cm’生コンの規格160kg/㎡･5m．

40mm,水抜パイプの規格，塩化ビニ

ールパイプ中60m,エラスタイト厚

2cm,バックホー0.6nf級(平積)。

2)施工方法

積工：チドリ積にし踏み固め，，

袋間隔に16mmの鉄筋を打ち込む。

袋詰：生コンを2人’組で袋詰め。

小運擬：人力で5m程度運擬し，施

工箇所へコンクリートシュートで滑

落させる。

3．結果

予想以上に経済的で(下表)，施工

性のよいことがわかった。

今後は，パイプの呑，吐口の構造

物，小規模なコンクリートブロック

積工の代用および緊急復旧を要する

災害復旧工事に，また石工等の熟練

技術者を要しないことから，国有林

野事業内部の作業員を活用しての改

良工事等広範囲に活用したいと考え

ている。

蜜比較表(10㎡当たり）

今後におけるカラマツの施

業と利用

長野営林局諏訪営林署

元島清人・宮沢昌弘

唐木和衛・奥原舅

1．はじめに

カラマツの材価は昨年来の円高に

よって低迷を余儀なくされている

が，さいわい当署管内は製材工場等

の努力によって建築材としてのカラ

マツ材利用が続けられているので，

その実態を分析するなかで今後に向

けての生産目標を検討した。

2．カラマツ材の材質ならびに利用

60年生，80年生のカラマツを供

試木として心無材・心付材別，伐倒

直後・山元乾燥後別に製材し調査し

た結果，①狂いの少ない心無材の木

取りができるような高樹齢の大径材

生産が必要である。②乾燥について

は明確な差はなかったが，製材業者

が行っている自然乾燥によって，さ

らに狂いを少なくする方法を検討す

る必要がある。③林齢についても明

コンクリート土のう積工法

前橋営林局村松営林署

中嶋好幸

1°はじめに

林道工事斑の節減を図るために，

土砂の代わりにコンクリートを詰め

経

カラマツ林の造林盛用と販売額

０００

㎡
地
皿

ノ
／
ノ
ざ
８

円
㎡
二

０
０
０

０
０
０

０
２
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９
４

叩

軸
細

木
積
立
材

10,777円

21,504

11，230

蕊濯綜ぴ搬出条
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名称｜規格
コンクリート

土のう

普通作業員
パックホー

水抜パイプ
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計
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備 考

労賃単価12,756円/日

苗木2,300本/ha

カラマツ26円体
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も研げ，手直しの必要がない。(5)歯

こぼれした丸鋸も容易に修正でき，

年間の使用枚数も少ない。(6)切れ味

がよいので振動が減少した。

高さ415m,厚さ5mmの鉄板に脚を

付け操作しやすい高さとした。

(2)グラインダーの上下移動により

「すくい面なげし角」の調整ができ

るようにするために，①モーターお

よびグラインダー駆動部と鋸受台を

切り離し，前方のグラインダーはア

ングルにらせんを切った鉄棒を取り

付け，②動力部の後方をベアリング

で固定した。③鋸受台を固定する箇

所を，前方に90歯用，左側に，30,

40枚歯用と2カ所にした。④鋸受

台を左右に動くようにハンドル付き

のスライド台を作った。⑤モーター

が正反両方に回転できるようにスイ

ッチをつけ，鋸押さえに円型の鉄板

を取りつけ，グラインダーカバーを

研磨の際伸縮できるようにした。

なお,改良費用は本体120,000円，

電気系統35,000円,付属品1,500円

計156,500円であった。

3．結果

(1)90枚歯に加え,30,40枚歯の

目立てができる。(2)目立て操作力蛍簡

単で安全に使用できる。(3)作業能率

が手作業に比べて4倍に向上した。

(4)目立ての仕上がりが真円で歯のバ

ラツキがなく，「すくい面なげし角」

動力目立機の改良について

函館営林支局乙部営林署

林勝也

熊石担当区

新谷弘・山田明裕
広葉樹天然林の人工補整施

業法

熊本営林局鹿屋営林署

高隈担当区黒木幸生

1°はじめに

動力目立機を改良し,90枚歯とと

もに，30，40枚歯の目立ても可能

となり，好結果を得たので報告す

る。

2．本機の構造ならびに改良点

(1)目立台は長さ900m,横750",

1°はじめに

有用広葉樹であるタブ，イス，シ

イ類，カシ類を中心とした天然林施

業の取扱いを検討するため試験地を

設定し，経過を観察し天然林施業の

確立に資することとした。

2．試験方法ならびに経過

昭和59年伐採跡地(ha当たり本

数5,190本，蓄積120m3)に，人工

林施業区(1.13ha,61年にスギ，

ヒノキ植栽，全刈り1回）と天然林

施業区(1.141,aの施業区は雑瀧木を

全伐,1.57haは対照区）を設定し

た。

萌芽ならびに稚樹の発生状況は表

・1と2に示すとおりで，ともに有用

広葉樹が70％を占めているが,萌芽

改良後の目立磯

表。111a当たりの萌芽発生本数

萌芽’有用広莱樹(65%）

発生本数|タブ|イスシイ類|カシ類’
8,667110,11144412,556

33,333本
4046212

雷樹

一 クワツバキ

その他の広薬樹（35％）

ﾓｯｺｸ|主ﾂヶﾇ|ｼﾛダ喪|サザンカ|その他広 酢
毒
礎
％
血
秀
網

2,667

23

19222

11

1,22215,667

1149

３
３

３３ 444

3

一
一

"’。｡｜‘31‘,｜到一|‐｜、｡’。｡｜“11418’
1株
当たり 6.4

表･2ha当たり稚樹発生本数

樹（27％）有用広葉樹（43％）
稚樹
発生木数
－

本
ｎ
％
“

１
１

１
Ａ
Ｏ
ゴ

ー１ 333－11．111 223 4441,2221 556
一
一

一
一4,111*

691 100 2718 3731
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によるものが圧倒的に多く，分布状

況もよく，また生長もすぐれてい

る。

3．考察

(1)保育施業区では刈払いにより，

萌芽更新樹の力強い生育が見られ

た。雅樹による更新樹も良好で今後

の生育が十分期待できる。(2)対照区

では雑潅木等の被圧により，萌芽な

らびに稚樹による更新樹はともに施

業区に比べてよくない。(3)天然更新

における刈払い効果については，貴

重樹等の稚樹の発生が見られた場

合，その生育が非常に期待でき，ま

た更新樹の生育にとっても有益であ

る。(4)有用広葉樹の確実な天然更新

を図るには更新樹の本数調整および

刈払い等の人工補整が必要となる

が，その際隣接する既往の生長状況

を時系列的に観察しつつ，タブ，イ

ス等の生長過程を把握し，今後の施

業の方向を検討していく必要がある

と考える。

平面図

-200．

焼なまし
〃

8番鉄線
ﾄー0．50－1

1
1．20

1”
T
0.50

｣‐

／

／
内徳

(ポリエチレン製）

7F両圃

1
0．60

1㈱

T
0．20

＋
0．20

＋
0.20
1

L≦_－－－－－－－－－

礫土詰フトン蛇篭仕様図

み，焼なまし鉄線で固定した。フト

ン蛇寵はオープン型としパックホー

による詰込みを容易にし，また内籠

には網目10nlmの中低圧ポリエチレ

ン製を使用し礫土の流出を防止し

た。

作業手順：①パックホー0.25m3

級でフトン蛇籠が入る程度の掘削を

しうl､ン蛇寵を据え付ける。②一段

目の蛇髄の滑動防止のため杭（長さ

1.2m,末口8cm,2本)を打ち込む。

③蛇寵前面に内籠を取り付ける｡(4)

バックホーで掘削しながら1/3（一

層目）を詰め込み，てん圧する。⑤

焼なまし鉄線で固定，⑥二圃目は一

層目と同様の作業とし，三圃目を詰

め込み，てん圧し蓋を固定，⑦この

作業を繰り返して所定の高さに積み

上げる。

3．結果

「ふくらみ」「たるみ」がなく仕

上げられ，栗石詰込みのフトン蛇寵

に勝るとも劣らないと思われるでき

ばえであった。また，人力施工に対

し施工単価で77％，労務で32％と

大幅に軽減できた。

カラマツ間伐試験林の施業

経過

北海道宗谷支庁宗谷南部地区

林業指導事務所柳澤勇次郎

1．はじめに

町有林のカラマツ造林地内に試験

林を設定し，どのような間伐が生長

率を高め，経済的に有利かを検討

し，間伐指導のための普及方針を確

立することとした。

2．試験林の設計

40m×50mの5プロットを設定し

た（表参照)。

A区：列状間伐（1回目1伐3残

間伐率24％,2回目1伐2残37％)，

3回目（24％）と4回目（23％）は

定性間伐。B区：1回目4％，2回

目以降平均13％(下層木を中心にし

た定性間伐)。C区：1回目27％,2

回目以降平均17%｡D区:1回目

44％,2回目以降平均23％。E区：

無間伐。

3．考察

(1)強度の間伐区が直径，樹高とも

に生長鼠が優位であった。(2)カラマ

ツは幼齢期ほど生長がおうせいなの

現地材料を用いたフトン蛇

寵積工の機械施工法につい

て

大阪営林局金沢営林署

丸石谷治山事業所中村雅人

1．はじめに

省力化と現地材料の有効活用を目

的として，フトン蛇寵職工に現地発

生材を機械（バックホー）で中詰め

し，かつ中詰めに伴う「ふくらみ」

「たるみ」をなくすことができ好結

果を得たので報告する。

2．施エ方法

フトン蛇籠に駕主を詰め込む場合
に生じる「はらみ」を5cm以内にお

さえる工法を開発した。

施工方法の改善；臓状に詰め込

林業技術No.5461987.9

鉄線(=層目を詰めて取付）
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“位：本，cm，m，㎡,ha当たり）間伐蔵験林15年の経過

15年間の

年生長量

4回目

28年生(昭60）

1回目

i3年生(昭45)

2回目

18年生(昭50)

3回目

23年生(昭55）

区

分
材積 直径 樹高 材積材禰 本数 比率 樹高 材積 本数 比率 直径 樹高本数 比率 直径 樹高 材積 本数 比率 直径 樹高 直径

21．0 18．0 203188 850 17．3 16．2 167 6501,820 12．1 10．9 '22 1，370 '5．2 '4．3

7.50．590．4724 23A 24 37

'70650 500 21．9 18．3'0．9 865 '4．3 114 18．3 '6．5 '43'’375 '2．’ 91 14．8

1．200 18．8 17．5 29914．2 220 1,400 17．0 16．6 2701.665 121 '0．9 110 1．600 '5．4

0．440．44 12．71314B 4 13

19．5 17．9 280|，200 17．5 246 1‘0501,600 '2．2 '0．9 108 1．400 15．8 14．4 203 16．8

800 21．4 '8．9 27215．’ 205 '－000 '9－I '7．7 2521,640 12．6 11．0 121 '200 16．8

0．530．51 !’、3'317 20C 27

21．7 19．’ 246185 800 19．7 '7．8 215 70013．5 '1．3 102 1．000 17．5 '5．31．200
■ ■■

208600 21．8 400 26．1 20．’'23 790 '8．9115．8 '76 '8．4 204'’420 '3．5 11．2

0．770．57 8.433 '32444，

26．420．3 '87143 400 23．’ '8，6 152 350800 14．6 '1．6 82 600 19．5 '6．0

'4．8

_=｣q381'4｡
338|，590 274 1，500 '7．8 '7．31,695 '5．3 '4．’219 15．9 15．7''735 12．1 10．8 116

E

注）1回目から4回目の上段：間伐前，下段：間伐後である

植栽型式で，間伐の実施時期が重要である。

(3)造材歩留まりはC区（92％）とA

区（89％）がよかった。(4)A区は一

般用材が多く,B区はパルプ材が多

く生産された。(5)収入はA区(1,148

円／'箙）が高く,B区はマイナスに

なった。 ’
計

トドマツ群状植栽における

成長状況および省力効果に

ついて

帯広営林支局糠南担当区

根尾俊一

本別営林署生出輝雄

複層林分を形成している。(3)群，列

のうっ閉：20～25年でクローネが

交差する状況にある。(4)C区，超密

植の成長状況：上長成長のバランス

が特によく，他のA,B区に勝って

いる。(5)省力効果：群状区と隣接地

の経費比較（除草剤を含む)では27

％，48万円，省力率の高いC区とで

は47影,78万円で省力効果は顕著で

ある。(6)功程調査：下刈りを除き地

ごしらえ,植付けで12％の節減とな
ひよう

った･(7)被害状況：異例の毒害を除

林業技術No.5461987．9

状況および功程，省力性等施業経過

をまとめたので報告する。

2．試験方法の設計

上表のような試験方法に基づい

て，各種の調査を行った。

3．調査結果

群状区，在来区，対照地により比

較検討した結果，

(1)成長状況；群状植栽は密植巣植

の初期目的をほぼ達成した。(2)うっ

閉状況gC区～A区の順位で4,5

年後に閉鎖，下層木の被圧はあるが

1．はじめに

当署では昭和41年に「地ごしら

えの省力と植付け・保育型式別比較

造林」の試験地を設定し，経過を観

察してきたが，今回，成育・被害の

型式

群状

在来
(対照区）

Ａ
Ｂ
Ｃ

Ｄ
Ｆ

面積

1．35

1．58

1．50

0．68

(21.54）
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(1986年10月調査）発生稚苗調査表き隣接地とほぼ同様，また気象害へ

の抵抗性は10年以降上昇している。

以上のように，厳寒な北海道特有

の気象条件下では職極的に推進すべ

き施業方法と考えられる。

区画|善｡'鼻||“瀧,麓夢{ね”|繕零と引率雫欝謝(手管ha)計|NILI計

281，”’。｜，，８
５
２
２

０
０
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０
０
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５
８
２
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８
２

２
150150 0

トドマツ人工林の天然更新

による複層林化について

北海道営林局定山溪営林署

渡辺義雄・土屋文男

12

43

０
０

12

43
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56
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67

25

1,530166012,190，

1°はじめに

当署にはすでに人工林を天然更新

により複層林化した箇所があるが，

これらを参考に59年度の間伐箇所

において,1､ドマツ人工林の天然更

新を期待した複層林化に取り組んで

きたので，その内容を報告する。

2．試験方法

過去の施業例および人工林内の既

設作業道の法面における更新，ある

いは大型機械による地表処理の効果

などを参考として，42年，52年に

それぞれ19％,22％の定性間伐を行

った。

設定方法：帯状施業に類似した考

え方を基本に（帯状幅を6m,9m)

注）○印プロットは雪腐れ防止薬剤散布箇所

天然更新を期待する。選木ならびに(1)D区では相当数の稚苗の発生が

伐採方法:A区俳伐採，経過観見られた斌それ以外ではD区の

察),B,C区（樹冠の広がりと林床1/5～1/10程度で，広葉樹は見られ

への明るさを考慮した選木),D区なかった。(2)A,B,C区での伐採

（帯状区域全伐）の4区分に分けて率の差による林床の明るさと，稚苗

実施した。発生とには相関関係が見られなかつ

天然更新補助作業:D区についてた。(3)植生と稚苗発生との関係につ

大型機械により60年9月に地表処いては，部分的な湿性地およびササ

理を行った。地以外の箇所では稚苗の発生が見ら

稚苗発生調査：植生の影響や病害れた。

等による発生稚苗の消長および稚苗I､ドマツ人工林の天然更新による

の発生成長について調査した。複層林化は，発生した稚苗をいかに

3．実行結果安定させるかにある。

秋期『空中写真セミナー』開催のご案内

今年度第2回『空中写真セミナー』を下記により実施します。お早めにお申し込みください。

記

1期間第2回昭和62年10月19日（月）～23日（金）5日間

2会場日本林業技術協会（東京都千代田区六番町7電話03（261）5281（代)）

3研修人員30名（先着順）

4参加費20,000円（研修費，教材費，現地演習費等）

※セミナー参加のための交通費，宿泊料は各自負担となります。

5申込方法昭和62年9月30日までに所定の申込書（本会にあります）に記入のうえ，日本林業技術協

会研修室あて送付してください。なお定員になり次第締切となりますのでご了承ください。

※本セミナーについての詳細は本会・研修室までお問い合わせください。

主催（社)日本林業技術協会後援林野庁・全国町村会・全国森林組合連合会・日本製紙連合会
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議繍鱗篝鵜 塩川彰

8．佃節柱材の牟産J，、、
･枝打ちを中心に

1．はじめにような材価低迷下における伐りおしみとは異質な
く超童つ

筆者は，山口県下松市で木材業を営み，山林30ものである)。したがって，良質柱材を間伐生産

ha(うち造林地はスギ101'a,ヒノキ10ha･大部分して高収入を得ながら残存木で大径材生産に向か

ナンゴウヒ(別掲)を主体とする挿木ヒノキ）を所うのが一般的である。

有している。昭和45年,愛媛県久万の林業家岡讓ところで，最近私どものグループの一員が，20

氏の指導を受けたことにより本格的な優良材生産年生で枝打ちを始めたスギ林分を45年生次に間

を目指し，無節柱材の生産を主目的として枝打作伐材として売却したところ，原木市場では全く枝

業を取り入れた施業を行い今日に至っている。打材としての評価は得られなかった。一方，幼齢

中小林家にとって，短伐期で高収益をもたらす時から枝打ちされたスギ小径間伐材（末口8～11

良質柱材の生産は大いに魅力ある目標であるが,cm,3m長）は,1本当たり2,500円（立木㎡当

一部先進林業地を除くと，生産目標を明確に定たり8～10万円）という並材の6～7倍の価格が

め，これに基づく育林体系を実施している林家はつき，枝打ち実施は早期に行わねば経済的に引き

きわめて少ないと思われる。合わないことを痛感した次第である。

本稿では，私の実体験を通して無節柱材の生産もう1つの事例として，昭和32年植栽，45年

を目的とする枝打ちについて私見を述べてみたより枝打ちしたヒノキを60年に間伐し製材して

い・売却した価格を表・1に示す。この林分は,枝打ち

2．枝打ちは早期に始める開始時期がおくれ，またナタ打ちによるもので残

私どもの規模の小林家にとっては，大径優良材枝長も大きかった。製材してみると10．5cm角で

の生産は，育林または管理期間の長期性により，は材面に節の出たものが多く,12"1角では,径級

まず生産の第一目標としては敬遠される（現在の不足で丸味が残ったものが多かった。また挽材面

表･1間伐材製材品の売却結果（昭和32年植栽，60年間伐。枝打ちは13年生より実施）

E(m)

4．00

3.00

3．00

3．00

3．00

3．00

6.00

6．00

4.00

4.00

3．00

厚(cm)

10．5

10．5

105

10．5

12.0

120

12，0

12．0

12．0

12．0

幅(cm)

10．5

10．5

10．5

10,5

12．0

12，0

12.0

120

12．0

12．0

単材穣

0.0441

0.0331

00331

0.0331

0.0432

0.0432

0.0864

0.0864

0.0576

0.0576

0．0135

本単価

13，000

2,800

8,000

13,000

11,500

3,000

21,600

12,000

8，500

3，000

1．000

胴
卿
１
１
８
３
４
６
５
５
３
１
８
５

数
２
１
５
胆

金緬

13,000

58,800

144,000

39,000

621,000

18,000

108,000

60,000

25,500

3,000

8．000

1．098，300

材賊

0.0441

0.6951

0.5958

0,0993

2.3328

0.2592

0.4320

0.4320

01728

0.0576

0.1080

5.2287

Ｂ
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ａ
Ｅ
Ｆ
Ｂ
Ａ

キ
ギ

ノ

ヒ
ス

計

A:並材B？1～2面上小節C:3面上小節D:1～3面上小節込E:下3m．3面上小節F:下3m．1～2面上小節

昭和60年3月30日売却．

１
２
注
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本植栽の林分で31n．10.5cnl角・四方無節2玉

取りを目標として，皮付幹径6.5cmから5cmまで

を鎌で枝打ちした。打ち落とした枝隆を計測する

と図・2のとおりであり，平均枝径は14m,平均

枝隆は8mであった。

もしここで，同じ目的で枝隆を残した枝打ちを

したと仮定すると，次式により5.3cm径級時が枝

打開始時期となる。

10.5cnl一(1.1cin+1.5cIn)×2=5.3cIn

図･2より最大枝隆は除いた。この場合で枝隆は11mm,平

滑長（枝打面と枝打後の巻込による年輪のみだれが無くなる

長さ。図･3参照）は15mmとして算出。

また普通，直材にみえる樹幹でも材長3nlのも

のであれば1～2cmくらいの曲がり(矢高)が生じ

るので，これを加味するとさらに小径級時（幼齢

時）での枝打ちとなり，目標とする材の生産は困

難となる。枝隆を残して枝打ちした場合は，そう

に節が出なくとも年輪のみだれがあり，無節の格

付けは得られず上小節材に格付けされた。

この材がもう少し早期に枝打ちされ，かつ残枝

長を小さくするように打たれていて，年輪のみだ

れがない場合は材価は5割アップ，さらに製品に

丸味が全くなければ2倍の高値で売却できたと考

えられる。

枝打ち開始時期および径級の決定が材価に大き

く影響を与えることが証明された。

3．枝の切断位置について

枝打ち枝の切断位置については，本誌501号で

藤森氏が「定説は過信されていないか一枝の切

断位置を中心にして」と題して，変色の発生を避

けるため，残枝長をできるだけ短くし，かつ幹を

傷つけない切断位置を示され（図・1参照)，無目

的に枝隆を無視して幹に近く切断する危険性を述

べておられる。また，磨丸太材生産や表面無節材

が確実に得られる条件のもとでは，枝隆はできる

だけ小さくする切断位置（図・1ではbの位置）

がよいと述べられている。変色の発生は枝の切断

部（受傷部）から内側に広がり，受傷後に生長し

た部分には広がらないからである。すなわち磨丸

太や柱材として利用する場合，内部に変色があっ

ても表面にそれが出なければよいわけである。

私の場合，写真に示すような枝打ちを行ってい

る。またナンゴウヒ15年生で,11a当たり4,000

ナ
ン
ゴ
ウ
ヒ
（
太
枝
系
）
の
単
木
仕
立

（
幹
径
７
．
５
叩
か
ら
５
ｍ
ま
で
枝
打
ち
）

■
．

１
１『

A

崇直な松

検の切断位凋

H Cp

岐鮭の免職した枝筵上の旺盛な値生畏の低下した,帷
または‘帖扱

a：趣1》：不適（BとCは牌に変色発生．Dはそめ危険性､らり）
図・2変色を避け.かつ残枝を短くする枝の切断位溜 I図･1枝の切断位澄I

（藤森隆郎：｢定説は過信されていないか｣．林業技術501号より）枝の切り口
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でない場合と比べて樹幹径が22m太くなってか

ら枝打ちするのに等しいといえよう。

先に述べた表・1の例では，変色はなかったが，

残枝長をもっと短くし，たとえボタン材が発生し

て安価な材が出たとしても他の材に良質柱材が得

られればそのほうがはるかに高収入となったと考

えられる。

4．私の枝打ち

枝打ちは，育林費の中で最も大きなウエイトを

占める。例えば無節柱材の生産を考えた場合，通

常育林費の2～3倍を見込まねばならないが，得

られる3面，4面の無節柱材は，並材の10倍の

価格となり，また間伐材(3m長,末口9～12cnl)

でも膳丸太原木として数倍の値で販売できる。

このように，枝打ちは，収益に結びつく高度な

育林技術であるといえるが，無目的またはなまは

んかな枝打ちは，それこそ並材生産に金をつぎ込

んでいるようなものであろう。一般に幼齢期生長

の早い品種が喜ばれるが，幼齢時に計画的な枝打

ちを実行した場合，所定のサイズを越えて生長を

している個体は早生型か暴れ木であることが多

く，材の目幅が広く，枝打ちにより無節材が生産

されてもけっして高価に販売できるものではな

い。このことは，前記岡讓氏が15年生スギ4面

無節柱材の生産をしたがモヤ材にしか使用されな

かったということで証明されているから，枝打ち

を伴う施業を行う場合は，品種選定，植栽本数，

製品目標を十分に定めて実行すべきであり，暴れ

木や早生型の目荒木は早期に除伐すべきであると

考える。

ナンゴウヒ

九州阿蘇地方で数百年前から挿木により固定され

たヒノキ品種で，ヒノキ品種としては繁者が実生ヒ

ノキから挿木で固定し昭和60年に股林水産省に品

種登録した高垣1号（登録番号935号）の2品種が

あるだけである。

特性としては，根曲がり・幹曲がりがなく肥沃地

でも徳利病におかされることがない。晩生型で初期

生長はあまり良くないが100年生以_上になっても盛

んに生長し，胸高直径1.5m樹高30m以上の大木

が社寺木として現存する。太枝系（ナンゴウヒの主

流）と細枝系，中間型に大別できる。

高垣1号（林木育種141号，昭和61年10月号参

照）はナンゴウヒが比較的枝打ちが困難であるた

め，通直でより枝打ち容易な品種として選抜したも

のであるが，初期生長はナンゴウヒより遅い。上記

2品種によりまず3m無節の高価格材，ついで6

mの通し柱，残存木で高伐期大径木を育林目標とし

ている。

（山口県下松市・技術士）
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|〔訂正〕本誌8月号(No.545)「私の技術ノート」の中の写
|真説明文に下記のような間違いがありましたので訂正してお
|詫びいたします。（編集部）
i1.写真･2(25ページ)の説明を次のように訂正します。

「写真･2裸地の現況（左・安蘇沢，右・久蔵沢)。写

真･3の施工前のもの（昭28.8搬影)」

12．写真･4と5（25,26ページ)の脱明が入れかわって表
記しましたので訂正します。

Ｐ

0510152025mnl

皮付技径

図・2ナンゴウヒ15年生地上4.4m

径6.5cmから5cmまでの枝隆長
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一

ほ
ご
り

モ
が
巣
を
は
り
、
畳
の
上
に
は
挨
が
た
ま
っ
て
い
る
ば
か

り
で
あ
る
。
そ
ん
な
家
に
帰
っ
て
も
ど
う
し
よ
う
も
な
い

か
ら
、
仲
間
が
雨
や
雪
の
た
め
に
里
へ
下
っ
て
も
、
私
だ

け
は
山
小
屋
に
残
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

机
を
か
ま
え
て
は
い
る
も
の
の
、
読
み
書
き
か
ら
は
遠

ざ
か
っ
て
い
た
。
ひ
た
す
ら
働
い
て
は
、
日
が
募
れ
る
と

す
ぐ
に
焼
酎
に
と
り
か
か
っ
た
。
し
か
も
酔
い
つ
ぶ
れ
る

ま
で
飲
ん
で
は
前
後
不
覚
に
な
っ
て
眠
る
の
で
あ
る
。
あ

る
と
き
机
の
引
き
出
し
を
開
け
て
み
る
と
、
入
れ
て
あ
っ

た
原
稿
用
紙
が
食
い
ち
ぎ
ら
れ
、
鼠
が
巣
を
つ
く
っ
て
仔

を
生
み
つ
け
て
い
た
。
ま
く
ら
元
を
鼠
が
走
り
ま
わ
っ
て

い
る
の
も
気
が
つ
か
な
か
っ
た
の
だ
。

ふ
と
夜
中
に
覚
め
て
み
る
と
、
月
の
光
が
自
分
の
顔
を

Ｐ

幸
一
一

命
《
《

介"〃

(画・錐者）

照
ら
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
お
や
、
生
き
て
い
る
ん

せ
き
り
ょ
う
か
ん

だ
な
と
、
た
と
え
よ
う
の
な
い
寂
蓼
感
と
と
も
に
思
っ
た

も
の
で
あ
る
。
外
は
風
も
な
く
深
閑
と
静
ま
り
か
え
っ
た

山
の
夜
で
あ
っ
た
。

と
き
に
は
ま
た
岡
の
上
の
小
屋
は
風
や
雨
雪
に
吹
き
さ

ら
さ
れ
る
。
雪
と
狐
が
入
ら
な
い
小
屋
は
な
い
、
な
ど
と

い
わ
れ
る
が
、
朝
、
目
が
覚
め
て
み
る
と
、
ま
く
ら
の
ま
わ

り
に
雪
が
白
く
積
も
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
た
ま
に

は
猪
や
鹿
を
捕
っ
て
、
そ
れ
で
ま
た
大
酒
を
飲
む
の
で
あ

る
。
あ
る
と
き
の
大
鹿
は
、
だ
れ
か
が
掛
け
て
放
置
し
た

わ
な罠
に
腰
を
縛
ら
れ
て
ま
だ
生
き
て
い
た
。
犬
を
け
し
か
け

て
殺
さ
せ
、
解
体
し
た
が
、
二
十
数
人
が
一
夜
で
食
べ
き

れ
な
い
ほ
ど
大
き
か
っ
た
。
ス
ト
ー
ブ
で
肉
を
焼
き
な
が

ら
飲
ん
だ
が
、
し
ま
い
に
酔
っ
払
っ
て
ス
ト
ー
ブ
を
ひ
っ

く
り
返
し
、
私
は
足
に
や
け
ど
を
負
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

あ
の
と
き
の
電
話
の
こ
と
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。
そ
れ
は

雪
が
降
っ
て
仲
間
た
ち
は
山
を
下
り
、
私
だ
け
が
二
日
ば

か
り
山
小
屋
に
い
た
と
き
だ
。
日
が
暮
れ
る
こ
ろ
に
電
話

の
ベ
ル
が
鳴
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
受
話
機
を
と
っ
て

も
声
は
聞
こ
え
な
い
。
山
小
屋
か
ら
尾
根
を
越
え
て
南
の

ふ
も
と
の
架
線
場
ま
で
の
業
務
用
電
話
は
、
自
分
た
ち
で

針
金
を
ひ
っ
ぱ
っ
た
粗
末
な
も
の
で
、
し
ば
し
ば
会
話
も

で
き
な
く
な
っ
た
の
だ
。
そ
れ
に
し
て
も
こ
ん
な
雪
の
日ふ

の
暮
れ
、
山
深
い
ふ
も
と
の
架
線
場
に
人
が
来
る
の
が
鮪

に
お
ち
な
い
。
山
小
屋
に
弱
々
し
く
鳴
る
ば
か
り
の
ベ
ル

の
音
は
わ
び
し
く
、
ま
た
不
気
味
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
は

猟
師
が
い
た
ず
ら
に
呼
鈴
を
う
っ
た
も
の
と
後
で
わ
か
っ

た
が
。果
無
山
の
南
北
を
含
め
て
最
後
の
植
林
は
、
昭
和
四
十

Ｎ
さ
ん
と
私
は
尾
根
を
西
に
向
か
っ
て
歩
い
た
。

我
々
の
造
林
地
か
ら
は
ず
れ
て
山
の
所
有
者
が
変
わ
る

と
、
そ
こ
か
ら
は
広
葉
樹
の
林
で
あ
る
。
ブ
ナ
や
ミ
ズ
ナ

ラ
の
大
木
が
枝
を
差
し
交
わ
し
、
う
っ
そ
う
と
茂
っ
た
所

も
あ
る
。
間
に
ド
ウ
ダ
ン
ッ
ッ
ジ
の
花
が
白
く
ろ
う
た
け

て
咲
い
て
い
る
。
「
す
ば
ら
し
い
わ
、
林
に
風
格
が
あ
る

わ
ね
」
と
Ｎ
さ
ん
は
感
嘆
し
て
言
う
。

チ
ン
チ
ン
チ
ン
、
チ
ー
・
ジ
ョ
イ
ジ
ョ
イ
と
コ
ル
リ
が

こ
ず
え

さ
え
ず
る
・
ピ
ー
・
リ
ー
リ
ー
と
高
い
梢
に
サ
ン
シ
ョ
ウ

ク
イ
が
歌
う
。
花
が
に
お
い
、
小
鳥
た
ち
の
合
奏
す
る
中

を
行
く
の
で
あ
る
。

七
年
初
夏
の
九
十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
大
規
模
な
も
の
だ
っ

た
が
、
そ
れ
は
ま
た
私
ど
も
の
地
方
に
お
け
る
拡
大
造
林

の
終
わ
り
で
も
あ
っ
た
。

ま
た
そ
の
年
の
秋
に
は
山
林
の
売
却
も
決
ま
り
、
下
草

刈
り
の
事
業
も
縮
小
さ
れ
た
。
い
っ
し
ょ
に
働
い
て
き
た

仲
間
た
ち
も
、
ほ
か
の
現
場
へ
去
り
、
あ
る
い
は
失
業
保

険
を
も
ら
う
者
も
い
た
。
残
っ
た
私
ど
も
十
名
ほ
ど
が
、

か
や

植
林
地
に
茂
っ
て
白
い
穂
を
出
し
た
萱
や
、
ひ
こ
ば
え
の

紅
葉
を
刈
り
払
っ
た
の
で
あ
る
。

昭
和
四
十
七
年
十
一
月
、
果
無
山
は
売
却
さ
れ
た
。
南

北
合
わ
せ
て
六
五
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
う
ち
、
六
年
が
か
り

で
四
四
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
植
林
を
行
い
、
売
値
は
三
億
三

○
○
○
万
円
で
あ
っ
た
。
山
を
取
得
し
た
と
き
の
負
債
と

金
利
、
そ
れ
に
造
林
事
業
費
の
合
計
二
億
四
九
○
○
万
を

差
し
引
い
て
、
純
利
益
は
八
一
○
○
万
円
、
そ
れ
を
共
同

事
業
者
で
あ
る
近
野
振
興
会
と
近
野
森
林
組
合
が
折
半
し

た
。
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私
た
ち
は
冷
水
山
の
頂
上
に
い
る
。
陽
が
輝
き
、
緑
の

山
々
に
風
が
渡
る
。

北
の
谷
底
が
上
湯
川
の
里
で
は
、
散
ら
ば
っ
た
家
々
の

屋
根
が
遠
く
か
す
か
に
光
っ
て
い
る
。
四
方
に
広
が
る
山

山
の
重
な
り
の
中
で
、
人
家
が
見
え
る
の
は
そ
こ
だ
け

ば
て
な
し

だ
。
私
が
果
無
の
山
小
屋
を
去
っ
て
も
は
や
十
五
年
も
過

ぎ
る
が
、
彼
ら
は
や
は
り
そ
こ
で
住
み
暮
ら
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

頂
上
の
周
り
は
ひ
ら
け
た
平
た
ん
地
で
、
三
角
点
の
測

蠅
に
使
っ
た
ら
し
い
板
が
捨
て
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
腰

か
け
て
、
ま
ず
は
昼
食
で
あ
る
。
Ｎ
さ
ん
の
手
製
の
お
に

ぎ
り
は
、
シ
ソ
を
刻
ん
で
ま
ぜ
た
の
と
、
し
ん
に
梅
干
を

入
れ
て
ノ
リ
で
巻
い
た
も
の
。
お
か
ず
は
節
焼
き
、
ハ

ム
、
煮
豆
、
そ
れ
に
キ
ュ
ウ
リ
を
酢
じ
よ
う
ゆ
で
一
夜
漬

け
に
し
た
の
も
あ
る
。

食
事
の
後
に
、
Ｎ
さ
ん
は
抹
茶
を
た
て
て
く
れ
る
。
底

の
浅
い
白
っ
ぽ
い
夏
茶
碗
な
ど
簡
単
な
茶
道
具
を
用
意

し
、
熱
い
湯
も
ポ
ッ
ト
に
入
れ
て
持
参
し
た
の
で
あ
る
。

け
い
こ

「
今
日
は
お
稽
古
の
日
な
ん
だ
け
れ
ど
、
ま
た
さ
ぼ
っ
た

ん
で
す
」
と
Ｎ
さ
ん
は
言
う
。
「
わ
た
し
は
お
茶
に
熱
心

じ
ゃ
な
い
の
よ
・
ど
う
に
か
忘
れ
な
い
程
度
に
す
る
だ

山
峡
の
譜

大
石
谷
Ｉ
花
咲
く
峠
を
こ
え
て

宇
江

け
、
先
生
も
そ
れ
を
認
め
て
く
れ
て
い
る
ん
で
す
」

果
無
山
脈
の
て
つ
ぺ
ん
で
の
野
立
て
な
ん
て
、
だ
れ
に

も
ま
ね
の
で
き
な
い
ぜ
い
た
く
だ
、
と
茶
を
飲
み
干
し
な

が
ら
私
は
言
っ
た
。

あ
た
り
で
ウ
グ
イ
ス
が
さ
か
ん
に
さ
え
ず
っ
て
い
る
。

黙
っ
て
耳
を
す
ま
せ
て
み
る
と
、
ホ
ー
・
チ
ャ
ベ
リ
と
い

う
ふ
う
に
聞
こ
え
る
。
ホ
ー
・
チ
ャ
ベ
リ
、
ホ
ー
・
チ
ャ

ベ
リ
。
そ
し
て
遠
く
か
ら
は
コ
ッ
コ
ォ
、
コ
ッ
コ
ォ
、
コ

ッ
コ
ォ
と
い
う
お
お
ら
か
な
声
も
渡
っ
て
く
る
。
ツ
ッ
ド

リ
だ
と
私
が
教
え
る
と
、
Ｎ
さ
ん
は
し
ば
し
耳
を
傾
け
、

『
烏
の
声
だ
な
ん
て
知
ら
な
か
っ
た
わ
」
と
言
っ
た
。

さ
て
、
そ
の
Ｎ
さ
ん
に
は
し
ば
ら
く
頂
上
で
待
っ
て
も

ら
っ
て
、
私
は
一
人
で
山
小
屋
ま
で
下
り
て
み
る
こ
と
に

し
た
。稜
線
づ
た
い
の
坂
道
は
整
備
さ
れ
て
今
も
使
わ
れ
て
い

る
様
子
で
あ
る
。
果
無
の
南
側
は
手
入
れ
も
さ
れ
な
い
ま

ま
放
置
さ
れ
て
い
る
の
に
引
き
替
え
、
所
有
者
を
異
に
す

る
北
側
の
ほ
う
は
、
引
き
続
き
下
草
刈
り
な
ど
が
行
わ
れ

て
い
る
の
だ
。
あ
た
り
の
十
七
、
八
年
生
の
桧
林
は
も
ち

ろ
ん
私
ど
も
が
植
え
た
も
の
で
あ
る
。

私
の
住
ん
で
い
た
小
屋
は
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
た
。
あ

敏一
に）

勝

の
こ
ろ
小
屋
は
上
の
ほ
う
か
ら
三
棟
が
三
段
に
並
ん
で
い

た
。
今
い
ち
ば
ん
下
の
小
屋
だ
け
が
新
し
く
プ
レ
ハ
ブ
に

建
て
直
さ
れ
、
夏
の
下
草
刈
り
の
間
だ
け
三
、
四
人
の
労

か
ぎ

働
者
が
暮
ら
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
が
今
は
ま
だ
鍵
が

か
け
ら
れ
て
い
る
。
い
つ
ぽ
う
上
の
二
棟
は
も
う
長
く
使

わ
れ
な
い
ま
ま
で
あ
る
。
私
は
自
分
の
住
ん
で
い
た
小
屋

に
入
っ
て
み
た
。

は
壊
れ
た
ス
ト
ー
ブ
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。
畳
は
雨
も
り

の
た
め
に
腐
り
、
そ
の
上
に
古
い
道
具
や
瓶
な
ど
が
散
ら

ば
り
、
だ
れ
か
が
捨
て
て
い
っ
た
布
団
も
そ
の
ま
ま
で
あ

つ
る

る
。
ガ
ラ
ス
の
破
れ
た
窓
に
は
、
班
が
か
ら
み
つ
い
て
い

た
。

し
誼
う
ら
ゆ
う

こ
の
窓
の
下
で
、
私
は
夜
ご
と
焼
酎
の
酔
い
に
打
ち
の

め
さ
れ
て
は
眠
っ
た
の
で
あ
る
。

二
十
数
名
の
男
た
ち
は
、
一
部
屋
に
四
、
五
人
ず
つ
が

雑
居
し
て
い
た
が
、
私
だ
け
は
三
畳
一
間
を
一
人
で
占
め

た
。
そ
こ
に
布
団
と
と
も
に
机
を
置
き
、
壁
に
は
猟
銃
を

か
け
、
ま
た
本
も
積
み
上
げ
て
い
た
。
山
小
屋
は
ほ
か
の

連
中
に
は
仕
事
の
た
め
の
仮
住
ま
い
に
す
ぎ
な
か
っ
た

が
、
私
に
と
っ
て
は
わ
が
家
そ
の
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
小
屋
で
過
ご
し
た
の
は
私
が
三
十
四
歳
か
ら
三
十

七
歳
ま
で
の
こ
ろ
だ
っ
た
。
同
年
配
の
作
業
班
の
仲
間
た

ち
は
果
無
の
南
側
か
、
あ
る
い
は
こ
こ
に
い
る
間
に
そ
れ

ぞ
れ
結
婚
し
た
。
私
だ
け
が
独
身
者
で
し
か
も
里
に
も
家

族
が
い
な
か
っ
た
。
昭
和
四
十
三
年
に
父
親
が
死
亡
す
る

と
と
も
に
、
母
親
も
町
に
住
む
妹
の
と
こ
ろ
へ
行
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
あ
る
。
里
の
家
は
戸
を
閉
じ
た
ま
ま
で
、
ク

小
屋
の
中
は
ま
さ
に
廃
屋
そ
の
も
の
だ
っ
た
。
通
路
に
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将軍スギ リンホフスーパーテヒニカ4×5．ニッコール135ミリレンズ。トライX

〔将軍スギ〕

所在新潟県東浦原郡三川村大字岩津
交通磐越西線白崎駅よりタクシー約10分
大きさ目通り周囲13m・樹高約29m・傾斜上部のスギ
人工林のため全容は見えない。国指定天然記念物

〔清田の大クス〕

所在愛知県蒲郡市櫛田区。みかん畑中

交通易韓道本線蒲郡駅北口よりタクシー

大きさ根元周囲12.77m･目通り10.85m･樹高22
，．国指定天然記念物

狸
将
軍
ス
ギ
ー
豪
雪
が
生
ん
だ
異
形
樹

阿
賀
野
川
沿
い
の
国
道
か
ら
は
ず
れ
て
、
細
く
急
な
坂

道
を
登
っ
た
所
に
、
将
軍
塚
平
等
寺
の
本
堂
が
あ
り
、
そ

の
近
く
に
こ
の
木
は
巨
立
し
て
い
た
。
将
軍
ス
ギ
ー
そ

の
名
称
か
ら
し
て
、
な
ん
と
な
く
い
わ
れ
が
あ
り
、
魅
力

を
感
じ
さ
せ
る
木
で
あ
っ
た
。
佐
渡
へ
渡
る
途
中
、
こ
こ

に
立
ち
寄
っ
た
と
き
に
は
す
で
に
こ
の
ス
ギ
は
夕
や
み
の

中
に
あ
っ
た
。

地
上
数
十
セ
ン
チ
の
所
か
ら
数
本
の
巨
枝
が
上
方
に
伸

び
て
い
る
が
、
真
ん
中
の
主
幹
と
思
わ
れ
る
幹
は
数
メ
ー

ト
ル
の
所
で
折
れ
、
お
宮
の
よ
う
な
形
の
ト
タ
ン
が
覆
っ

て
い
た
。
雨
水
の
侵
入
か
ら
腐
れ
を
防
ぐ
た
め
で
あ
ろ

う
。
昭
和
三
十
七
年
の
第
二
室
戸
台
風
で
折
れ
た
と
の
こ

と
。
暗
い
、
ス
ギ
特
有
の
赤
褐
色
の
木
肌
が
カ
ラ
ー
に
再

現
で
き
る
か
な
、
と
懸
念
し
な
が
ら
数
分
の
長
時
間
露
光

の
シ
ャ
タ
ー
を
切
っ
た
。

こ
の
ス
ギ
は
、
室
町
中
期
の
建
物
で
、
重
要
文
化
財
の

平
等
寺
薬
師
堂
か
ら
数
十
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
所
に
あ
る
。

そ
の
近
く
の
北
方
に
、
陸
奥
鎮
守
府
将
軍
で
あ
っ
た
「
余

こ
れ
も
ち
い
が
い

吾
将
軍
維
茂
墓
碑
」
が
あ
り
、
平
維
茂
の
遺
骸
を
葬
む
る

に
際
し
、
そ
の
標
木
と
し
て
植
え
ら
れ
た
も
の
と
伝
え
ら

れ
、
将
軍
ス
ギ
の
名
は
維
茂
に
ち
な
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

ス
ギ
は
ま
つ
す
ぐ
に
天
を
指
し
て
す
く
す
く
と
伸
び
る

と
こ
ろ
か
ら
「
直
ぐ
木
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
こ
の
将
軍
ス

ギ
が
か
く
も
異
形
と
な
っ
た
の
は
、
こ
の
地
特
有
の
豪
雪

の
せ
い
で
あ
ろ
う
。
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清
田
の
大
ク
ズ

私
の
古
樹
巡
礼

リ
ン
ホ
フ
ス
ー
パ
ー
テ
ヒ
ニ
カ
四
×
五
。
ニ
ッ
コ
ー
ル
一
三
五
ミ
リ
レ
ン
ズ
。
ト
ラ
イ
Ｘ

写
真
・
文

八
木
下
弘

ぜ
い
た

帆
清
田
の
大
ク
ス
ー
で
ん
と
腰
を
お
ろ
し
た
妊
婦

愛
知
県
茄
郡
市
か
ら
車
で
走
る
。
一
面
の
ミ
カ
ン
畑
の

中
に
た
だ
一
本
こ
の
ク
ス
は
天
空
に
樹
冠
を
張
っ
て
い

た
。
青
い
ミ
カ
ン
を
枝
た
わ
わ
に
実
ら
し
て
い
る
こ
の
地

一
帯
は
、
以
前
、
桑
田
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
そ
の

昔
、
ク
ス
の
樹
海
で
あ
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

記
録
や
言
い
伝
え
に
よ
れ
ば
、
明
治
の
こ
ろ
ま
で
は
ク

ス
ノ
キ
の
森
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
中
に
巨
木
が
三
本
あ
っ

た
が
、
二
本
は
切
ら
れ
、
本
樹
だ
け
が
残
っ
た
。
い
つ
も

巨
木
に
つ
い
て
記
し
て
き
た
こ
と
だ
が
、
一
本
だ
け
残
さ

れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
な
り
に
い
わ
く
が
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

文
明
が
進
み
、
人
口
が
増
加
し
て
い
け
ば
当
然
食
凝
の

問
題
が
起
こ
り
、
平
地
林
は
開
発
の
た
め
に
切
ら
れ
、
水

田
や
畑
に
変
ぼ
う
す
る
。
三
本
残
っ
た
う
ち
二
本
も
切
ら

れ
本
樹
が
最
後
ま
で
残
っ
た
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。

現
在
、
日
本
列
島
に
点
在
的
に
残
さ
れ
て
い
る
巨
樹
・

巨
木
に
は
異
形
の
も
の
が
多
い
。
あ
る
人
は
現
在
残
さ
れ

き

て
い
る
巨
樹
・
巨
木
は
〃
役
立
た
ず
の
樹
″
で
あ
る
と
皮

肉
を
込
め
て
苦
笑
す
る
。
木
材
の
利
用
上
か
ら
い
え
ば
た

し
か
に
そ
う
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
そ
れ
ば
か
り
で
は

な
か
ろ
う
。

樹
は
他
の
樹
に
見
ら
れ
な
い
精
力
を
持
ち
、
他
を
圧
し
て

い
た
。
人
間
で
も
動
植
物
で
も
、
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
の
強

い
も
の
が
周
囲
を
制
す
る
。

ド
ス
ー
ン
と
腰
を
据
え
た
妊
婦
の
お
か
し
が
た
い
偉
容

を
持
つ
本
樹
。
そ
れ
が
現
在
生
き
続
け
ら
れ
る
主
因
で
あ

デ
ハ
ー
》
『
〆
。

日
本
人
に
は
昔
か
ら
自
然
信
仰
心
が
あ
っ
た
。
異
形
の
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製造エ程

戸
製

一
は
ん
ご

一
ひ
も

一
円
縫

一
円
型

一
上
縁
縫

一
力
竹

一
木
地

一
裁
一
編
一
選
別

一
ス
ラ

ー
浸
一
製ｌ
Ｌ

ハ
原

、

は
ん
ご
う
付
け

上
縁
縫
い
付
け

力
竹
仕
入
れ

円
型
裁
断

円
縫
い

裁 木
地
縫
い

ひ
も
掛
け

編製 浸 選
別

原 ス
ラ
イ
ス 結
束
組 断水材

プ
（
》
０

種
類
ま
ん
じ
ゅ
う
笠
、
ベ
ビ
ー
ハ
ッ
ト
、
カ
ラ
ー

ハ
ッ
ト
、
改
良
笠
、
改
良
笠
青
竹
入
、
大
正
六
方
、

ボ
ン
ネ
ッ
ト
。

特
色
日
差
し
を
よ
く
遮
り
、
通
気
が
よ
・
い
。
雨
の

と
き
は
編
目
が
詰
ま
っ
て
雨
を
防
ぎ
、
水
を
通
さ
な

い
の
で
、
晴
雨
い
ず
れ
に
も
使
用
で
き
る
。
ま
た
、

軽
い
し
、
ね
ば
り
が
あ
っ
て
折
れ
に
く
い
。

沿
革
高
知
県
の
桧
笠
は
、
寛
永
（
一
六
二
四
’
四

三
）
の
こ
ろ
、
吉
野
川
上
流
に
豊
富
に
あ
る
良
質
の

ヒ
ノ
キ
を
材
料
と
し
て
、
県
北
の
本
山
町
お
よ
び
そ

の
周
辺
地
区
で
作
ら
れ
、
普
及
し
た
も
の
で
あ
る
。

初
め
は
、
農
業
を
主
と
し
た
労
務
者
用
具
と
し
て
広

く
使
用
さ
れ
て
い
た
。
明
治
時
代
に
入
っ
て
交
通
、

文
化
の
発
展
に
伴
い
、
漸
次
レ
ジ
ャ
ー
ハ
ッ
ト
と
し

て
移
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
間
多
数
の
実
用

新
案
、
意
匠
登
録
等
を
受
け
て
、
時
代
へ
の
対
応
に

努
力
し
た
。
昭
和
の
初
期
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
輸
出
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら

各
国
へ
再
輸
出
さ
れ
、
「
ク
リ
ー
ハ
ッ
ト
」
の
名
で

親
し
ま
れ
て
ド
ル
稼
ぎ
商
品
と
し
て
人
気
を
博
し

し
こ
う

た
。
戦
後
は
、
新
材
料
の
出
現
や
嗜
好
の
変
化
に
よ

り
需
要
が
減
少
し
、
農
業
用
、
観
光
用
と
し
て
、
高

齢
者
に
よ
る
季
節
的
な
副
業
形
態
の
も
と
に
生
産
さ

れ
て
い
る
。
桧
笠
は
長
野
県
の
南
木
曽
町
、
岐
阜
県

の
宮
村
、
石
川
県
の
鶴
来
町
等
で
も
生
産
さ
れ
て
い

る
が
、
高
知
の
桧
笠
は
、
規
模
は
小
さ
い
が
生
産
額

は
最
も
多
い
。

原
材
料
ヒ
ノ
キ
（
県
内
産
）

製
造
技
術
節
、
キ
ズ
な
ど
の
不
良
部
分
を
除
い
た

原
材
を
、
平
角
材
に
木
取
り
し
、
割
れ
の
防
止
と
削

り
肌
を
よ
く
す
る
た
め
に
、
水
糟
に
浸
潰
す
る
。
特

殊
な
ス
ラ
イ
サ
ー
で
同
時
に
数
本
の
経
木
を
削
り
出

し
、
幅
揃
え
、
材
料
選
択
を
行
い
、
製
品
の
種
類
に

よ
っ
て
必
要
な
数
量
分
を
束
ね
る
。
編
み
作
業
は
農

家
が
副
業
と
し
て
行
っ
て
お
り
、
木
製
の
編
機
で
編

ん
で
い
る
が
、
木
地
織
り
（
本
体
）
、
真
田
織
り
（
縁

取
り
用
）
、
上
縁
織
り
の
三
つ
に
分
業
化
さ
れ
て
い

る
。
木
地
織
り
さ
れ
た
本
体
は
正
方
形
で
あ
る
が
、

こ
れ
を
笠
用
に
裁
断
し
、
ミ
シ
ン
で
縫
い
合
わ
せ

る
。
上
縁
に
は
力
竹
を
取
り
付
け
、
台
に
載
せ
て
端

を
切
り
落
と
し
て
笠
の
形
を
整
え
る
。
さ
ら
に
、
縁

取
り
用
の
輪
竹
を
取
り
付
け
、
綿
織
ひ
も
を
通
し
、

笠
の
頂
上
に
「
は
ん
ご
う
」
を
縫
い
付
け
る
。
な

お
、
笠
の
染
色
や
絵
付
け
は
、
現
在
で
は
生
産
者
は

行
わ
ず
、
卸
屋
、
観
光
地
の
販
売
先
で
行
っ
て
い

ブ
（
》
○

生
産
地
高
知
県
長
岡
郡
本
山
町
、
土
佐
郡
土
佐
町

生
産
規
模
○
企
業
数
六

○
従
事
者
数
十
一
人

○
年
生
産
額
八
○
○
○
万
円

連
絡
先
○
藤
島
生
亀
〔
〒
七
八
一
’
三
六
長
岡

郡
本
山
町
本
山
一
二
二
○
電
話
（
○

八
八
七
七
）
六
’
二
○
二
五
〕

Ｏ
本
山
町
役
場
〔
〒
七
八
一
’
三
六
長

岡
郡
本
山
町
本
山
五
○
四
電
話
（
○

八
八
七
七
）
六
’
二
二
三
〕

○
土
佐
町
役
場
〔
〒
七
八
一
’
三
四
土

佐
郡
土
佐
町
土
居
一
九
四
電
話
（
○

八
八
七
八
）
二
’
○
四
八
○
〕
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全
国
伝
統
的
工
芸
戯
セ
ン
タ
！
主
任
相
談
員

佐
原
雄
次
郎

暮
ら
し
の
中
の
木
竹
工
芸

一壱

ｊ
ｊ
■
■
■
層
；
し
い
Ｉ

上

P

笠18．桧

笠
は
「
か
ぶ
り
が
さ
」
と
い
っ
て
、
頭
に
じ
か
に

か
ぶ
っ
て
、
雨
や
雪
、
日
光
な
ど
を
防
ぐ
も
の
で
、

主
と
し
て
外
出
、
野
外
労
働
な
ど
の
と
き
に
用
い
ら

れ
る
も
の
で
あ
る
。
笠
に
は
、
材
料
に
よ
り
イ
笠
、

す
げ
き
よ
う
ぎ

菅
笠
、
経
木
笠
、
竹
笠
、
作
り
方
に
よ
り
編
笠
、
組

笠
、
縫
笠
、
押
え
笠
、
張
雛
、
塗
笠
、
形
に
よ
り
平

と
が
り
つ
ま
お
り
ひ

笠
、
尖
笠
、
棲
折
笠
、
用
途
に
よ
り
雨
笠
、
陽
笠
、

い
ち
め
こ
も
そ
う

陣
笠
、
使
用
者
に
よ
り
市
女
笠
、
菰
僧
笠
、
六
部
笠

な
ど
と
呼
ば
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
る
。
ヒ
ノ

キ
、
イ
チ
イ
、
ス
ギ
、
マ
ツ
な
ど
の
経
木
で
編
ん
だあ

笠
を
「
経
木
笠
」
と
い
う
が
、
ヒ
ノ
キ
の
経
木
で
網

じ
ろ代
に
編
ん
だ
も
の
が
多
い
の
で
、
「
桧
笠
」
、
「
網
代

笠
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

笠
の
存
在
は
古
く
『
日
本
書
紀
』
（
七
二
○
）
に

か
さ

見
ら
れ
、
そ
れ
が
「
加
佐
」
と
読
ま
れ
た
こ
と
は

『
和
名
抄
』
に
よ
っ
て
知
ら
れ
て
い
る
。
桧
笠
に
つ

い
て
は
、
達
磨
屋
活
東
子
（
岩
本
佐
七
）
が
編
集
し

え
ん
せ
き

た
『
燕
石
十
種
の
第
一
我
衣
』
（
一
八
六
三
）
に
、

「
慶
長
前
よ
り
経
木
を
以
て
作
る
。
上
紙
を
渋
張
に

し
て
溜
色
に
塗
り
て
、
上
方
よ
り
下
る
僧
の
笠
也
」
、

「
元
文
元
年
（
一
七
三
六
）
よ
り
経
木
笠
を
杉
形
に

作
る
。
平
人
の
冠
り
も
の
と
す
。
渋
張
塗
止
め
、
両

面
に
し
て
奇
麗
な
り
」
と
あ
る
。
ま
た
、
『
近
世
風

俗
志
』
に
は
、
「
桧
笠
は
古
く
か
ら
大
和
の
大
峰
に

入
る
修
験
行
者
が
用
い
、
あ
じ
ろ
を
二
重
に
か
ぶ

せ
、
所
々
を
桜
カ
ン
パ
の
皮
で
結
び
止
め
た
笠
で
あ

る
が
、
天
保
の
こ
ろ
か
ら
一
重
の
も
の
が
で
き
て
、

京
阪
の
市
民
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
あ
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月13日（日）には支笏湖モーラップ

で皇太子・同妃而殿下によるお手入

れ行事が行われ,9月14日（月）に

は道立自然公園野幌森林公園で式典

が盛大に開催される。

本年の特徴として挙げられるの

は，まず参加者がこれまでの育樹祭

に比べ大幅に増え7,000人を数える

こと，また，みどりの作詞コンクー

ルの入賞者の表彰（今年初めて全国

的に展開された国土緑化キャンペー

ンの一環として募集),さらには林業

関係者だけの祭典に終わらせないよ

農材鶚
第11回全国育樹祭，野幌森林公園で開催
全国育樹祭は，国民生活に深いか

かわりをもつ，森林の愛越育成思想

を広く社会に浸透させ，緑豊かな郷

土を築くことを目的として，昭和52

年に全国的な行事として発足した。

この行事は，毎年春に開催される

全国植樹祭（昭和25年発足，天皇・

皇后両陛下御臨席）とともに国民的

な緑の二大祭典として皇太子・同妃

両殿下の行啓のもと，国土緑化推進

委員会（会長衆議院議長）と開催都

道府県との共催で毎年秋に執り行わ

れているものである。

現在までの開催状況は別表のとお

りであり，今年は「植えた夢つない

で育てて森づくり」をテーマに，9

|側I 1M侭 IMI伽年1111 lﾙl州場〃『 テ マ

1Mかなみどりのふるさとづくり

f『棚できずこうみどりの郷土

γ『てよう緑と木の暇かな郷土

緑できずこう蝋かな未米

育てよう緑と人の蝋かな心

広げよう蝋かな心で育てる緑

青てる緑に明るい未来

緑に力を未来に夢を

広げよう緑育てる愛の輪を

育てよう蝋かな森と木の文化

杣えた夢つないで育てて操づくり

何
阿
川
仙
川
何
同
岡
川
佃
例

１
２
劉
１
５
６
７
８
９
ｍ
Ⅲ

弟
鋪
第
鯆
鋪
第
第
難
第
輔
輔

大分!II

秋111M!

柵IMlll!

糊）I:1(!

新潟M1

良好ll1

?;WIII!(1

滞乎ハ1

下蕪ll1

汽崎蝿

.|上海通

IV編2

11;{53

Ⅳ{5‘！

Ⅱ/{55

11"56

昭57

昭58

昭59

昭6(）

昭61

11/f62

別府ili'&IWi湖畔

仙北Ⅲ;川沢湖町III沢湖昨

軸片馴|II'1･g.XI1Ij･

"fル梛ﾒLIMllilr

北術IWII;!!"1I+･i

北佐久梛虻科脳】･白搾湖畔

｣ﾆ新川梛大|111町逆I11山施

職脚11i噸尼村.束八幡平

W.lt'l埖制1岬県立揃沌公卿

小林'lilji.4)富合

札IIItili野幌森林公別

9．16

10．7

11．5

1()．11

1(>､12

10．12

10．3

10．15

11．19

11．17

9．1‘I

一 ｒ
且 ’

前後で安定的に推移しているが，そ

の中で製品形態での輸入が増加して

いる。では，世界の主要国はどのよ

うな状況にあるのだろうか。

まず，先進国についてみると，カ

ナダ，北欧，ソ連等の広大な森林園

は，自給率が100％を超え輸出国と

主要国の木材自給率等

なっているが，その他の国々は概し

て輸入国となっており，先進国計で

はやや入超となっている。しかし，

森林資源に乏しいイギリスを除き，

西欧の主要国は7～9割程度の自給

率を確保しており，やはり，わが国

の自給率は低いといえる。また，輪

（単位？万㎡，％）

世界の主要国の木

材自給率等

近年,わが国の木材自給率は35％

生産量
－

1985

》
｜
峰
一
吋

自給率

197511985
98199

輸入量｜型
19851197
27586160

製品の割合 輸出量

1985

19459

製品の割合

197511985
6771

'985 1985 1975 1985
－

68先進国

U、S、A、

力ナダ
スウェーデン

西ドイツ
フランス

イギリス
日本
ソ連

140521

44849

i7I3I

5334

3065

3900

443

3347

35570

47575

9504

3625

4369

4251

2319

9029

32561

９
３
４
０
９
６
０
８

９
４
４
８
８
１
４
０

１
１

Ｉ

94

180

147

70

92

19

37

109

6792

760

629

2113

1141

1942

5724

210

93

56

12

80

73

97

18

83

96

40

16

86

85

99

28

88

4066

8387

2338

808

789

66

41

3219

44

94

89

33

40

92

98

43

48

94

94

44

38

30

91

48

開発途上国

韓 国
中国
インドネシア

マレーシア

フィリピン

1759all7530911021100154411551591611313II51
857

26337

14901

3969

3661

l639

28002

I3995

I49i

3456

74

98

115

220

119

52

94

106

266

106

826

1792

78

58

14

15

16

47

83

99

3I

23

100

91

'00

44

127

984

2536

220

100

95

4

21

14

100

97

94

20

65

計|316502131700911001100133033

注:1)FAO｢YearbookofForestProducts,1985」による

59167132527159167

2）丸太換算率は，製材品74.7％，単板・合板60.0影，パーティクルポード．ファイバーボード100.0%,ウッドパルプ
3.5㎡/tとした。なお，紙，家具など最終製品の輸出入は無視している

I I
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浄
転
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唾
畦
》
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却
味
召
昨
表
。
磁
唾
抑
詠
隣
切
鍵
釧
確
銅
艸

，

う広く一般の人々や外国大使の参

加を予定していること等である。

また今回の全国育樹祭を契機と

して，道民の緑化意識の高揚を図

るため，式典開催の前後に次のよ

うな各種の併催行事ならびに記念

行事が開催される予定。

1．併催行事（1）育林技術交

流集会（札幌市・教育文化会鰄

9/13)，（2）緑の少年団活動発表

大会（札幌市・市民会館，9/13）

2．記念行事（1）シンポジウ

ム(札幌市・教育文化会館，9/9)，

(2)木材，木製品の利用開発展

（北見市・北見同江業技術センタ

ー等，9/13～15)，(3)林業機械展

（札幌市・東部市場用地，9/14～

15）

これら各種行事を通じて育樹連

動の輪が全国すみずみまで広が

り，活力ある森林の整備が進展す

ることは関係者の願いである。

’
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一
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一
一
一
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一
一
一
一
一
一
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一
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一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
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一
一
一
一
一
一
一
一
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一
一
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一
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一

三箱の森プレイパークにある湿性閲（写真提供／矢板営林署）
＝

＝

三

言林政拾遣抄
三

＝目

箱の森プレイバーク
ー目

＝

＝

三
＝

三栃木県塩原町に，昭和62年7月もある。10種類の変型自転車やバ
ー

言1日「箱の森プレイパーク」がオーツテリーカーが用意され，自転車で
＝

言プンした｡3211劇の広さを持つ国有林11m1のサイクリングﾛードを回るこ
＝

言を町に貸し，その中に農林水産省のともできる。このほか遊歩道を通っ
言実施する林業柵造改善事業のほか通て標高1,000mの山頂に登るもよ
三

冒産，運輸，建設の各省の協力も得てし，湿生園でミズバショウ，ザゼン
昌

言種々 の施設を造り，大いに自然を楽ソウ等湿生植物を観賞するもよし，
言しんでもらおうというのである。国アスレチック広場で天然木を利用し
＝

昌有林では「野外スポーツ林」としてたミニアスレチックに興ずるもよし
＝

三指定していたが，他の政府機関と協と，「プレイパーク」の中は盛りだ
＝

三力して施設を造るのはあまり例を見くさんである。なかなかの人気で，
＝

三ない。これからの森林総合利用の一オープンしたばかりの7月10日に
＝

三つの方向を示している。訪れたとき，駐車場がなくて困って
＝

言この森の中に造られている施設はいるほどだと町長は話していた。

皇多彩である。中央の広場には｢四季4年の歳月と6億5,000万円の費
三

三の丘・カリヨンの塔」が立ってい用をかけて造られたというが，何と
＝

三る。ここからは「夕焼け小焼け｣，いっても周りの緑豊かな自然の中の
＝

言「もみじ｣，「春の小川」等の'2のメ施設という点に最大の魅力がある。
三ロディーが流れ，訪れた人の心を和各省が協力したこの事業の定着は，
＝

三ませる。広場の傍らに「炭焼き小屋今後「ヒューマングリーン･プラン」
言とトリム歩道」もある。炭焼きの実を進める林野庁にとって大きな参考
＝

冒演をし,森の中を歩く。その先に｢（となるに連いない。そんな展望と期
＝

昌一ベキュー広場」もある。清水が流待を抱かせてくれる森林利用の形態
言れる浅瀬には｢渓流あそび広場｣を設である。
目＝

言け，わき出たばかりの清水に興じる（筒井辿夫）
：＝

薑こともできる。さらに｢自転車広場」
訓11ⅡIIIIlⅢIlllIlIⅢⅡⅡⅢ1111ⅢⅡ1111ⅡⅡⅡIⅡ1111ⅡⅡlⅢⅡ11ⅡⅢⅢⅡIⅡⅡ1111ⅡIIIlIlllⅡⅡ11川lllIIlIIⅡⅡ1111ⅢⅡⅡIIlIIⅡIIIIⅡⅡIⅡ'11ⅡⅡ'ⅡIⅡ''11Ⅱ'1111Ⅱ111ⅡⅡ1111｜
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ﾄヨ全一

入国にあっては製品輸入が大半を占

めており，近年増加しつつあるとは

いうものの，製品輸入の割合の低い

ことがわが国の木材輸入の特色とな

っている。

次に，開発途上国についてみる

と，韓国で10年前には75％程度あ

った自給率が5割を割ろうとしてい

るのが目につく。南洋材の産地国で

は，マレーシアの輸出割合が群を抜

いて高いが，製品輸出の割合はこの

10年間2割程度で変わっていない。

これに対し，インドネシアでは，丸

太から製品輸出へと完全に転換が図

られた･

現在，外材の大量流入等によりわ

が国の林業は厳しい状況下にある

が，外材を敵対視するのではなく正

当に評価するとともに，広く諸外国

の事情を把握し，国際社会の中に日

本林業を位置づけていくことが重要

であろう。
抄国・OLI
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サンルームとベランダになる廊下

神戸市の王子動物園に接する場所

に移築されている旧ハンター邸は，

同市が管理する国の重要文化財指定

建築物で，国内にある異人館の中で

も規模が大きく，内外装の豪華な洋

風住宅とされている。

最初は,明治22年ごろにドイツ人

クレッピー氏が英国人に依頼し，神

旧ハンター邸

昌跡間1

斎藤正彦編

東京大学教養講座15

森と文化

〒

東京大学出版会

113束京都文京区本郷7－3－1

束大梅内

（毒03-811-8814）

昭和62年7月23日発行

変型四六判,307頁
定価2,200円（〒250円）

古来日本人にとって，森林とは山

のﾈIIIのすむところとして畏敬の念を

持ってみられており，里に住む人々

にとっては，奥地の山は日常生活に

かかわりのないところであった。

これは，日本の森林は背梁山脈を

林業技術No.5461987.9

戸市北野町に建築したもので，明治

40年に英国人ハンター氏（日立造船

の前身の大阪鉄工所の創設者）が買

い取り，同じ北野町内の旧ハンター

邸跡地に移築し，その際に大工棟梁

の芝嶋吉氏に依頼改造したものを，

昭和38年に神戸市当局によって，

現在地に再度移築したものである。

中心とした急斜面に大部分分布して

おり，また高温多雨の植物生育に最

も適した条件下では，植生・林相に

人為的な手を入れないかぎり，森林

の中を生活の場として過ごす習慣は

発生しにくかった。この点，日本の

森林は，林間よりも林外から眺める

ことが主流であったのであり，西欧

の平地でしかも下層植生が単純で生

長の遅い森林とは，まるきり異なる

ものであることを知っておかねばな

らない。

近ごろ，日本人の間に森林のよさ

を見直そうという動きがあり，これ

はこれで大いに結椛であるが，森林

と文明一文化とのかかわりを情緒

的，観念的に見るあまり，森林の取

扱いについてもあまり科学的でない

諭澗が多いのも事実である。

本書は，1985年に東京大学で開講

された総合科目隣と海」の前半，

森に関する部分を基に作成されたも

のであり，12名もの広い分野にま

建物は，木骨煉瓦造りのモルタル

仕上げ2階建であるが，南側と東側

は，上下階とも同型の太い木質角柱

が角々に立ち，全面ガラス窓で重厚

さと華麗さを合わせた外観である。

1階の床面積は約80坪，2階が約

84坪の広々とした邸宅で，屋内の模

様は説明する余裕はないが豪華その

ものでありハンター氏が当時富裕な

生活をしていたことがうかがえる。

ハンター氏は改造にあたって，建

物の南側と東側をかぎの手に連ねて

造られたコロネード式ベランダ（母
ひさし

屋の外側に床を張り，庇の下に木柱

列を立てた異人館によく見る形式）

は，風雨の多い日本の気候には不向

きということで，このベランダの外

側に現状のごとく腰板を設け，その

ベランダ風の廊下（大型ガラス戸付）

建築設計象・施沢隆

傑無断使用）

たがる専門家の論説を取りまとめた

ものである。取り上げた項目を列記

すると「歴史のなかの森｣，「日本の

森林｣，「日本の神話と森・山・海｣，

「森と火山｣，「庭のなかの森｣，「森

と海をめぐる歴史の胎動｣，「森の文

化史｣,｢森一その風景論｣,｢森に対す

る意識の比較｣，「木材･と建築」であ

り，まことに広い範囲から森と文化

の問題が論ぜられている。その限り

では読む者にとってまことに楽しい

論述であり，最近の森林文化論展開

への大きな示唆を与えるものである

が，森と文化という大きなタイトル

の総論的結論については読者の判断

にゆだねている。

しかし，ここに示された各種のア

ラカルトの共通的な味が，日本は森

林国であっても森の意識が生活の根

拠としてしっかりと飛び込んではい

ない，すなわち森の意識が日本人に

はなかったという点であり，こうし

た覚めた目で日本の森林をとらえて



外面には飾柱のある木製手すりを

つけ,腰板張りの上部は,棋様枠の

あるガラス窓を全面にはめて，壁

面をなくしたのである。この改造

によって，元のベランダは広幅の

廊下に変わり，外観は現在の木造

建築風になったのであるが，改造

部分の中で，腰板を取り外しでき

るようにしてあることは，特に優

れた工夫である。それは，夏には

腰板をすべて外し窓を開放すれ

ば，以前のベランダと同様に涼気

を廊下いつぱいに取り入れて，暑

さをしのぎ，冬は窓を閉じ腰板を

はめて寒気を防ぐとともに，ガラ

スごしの暖い陽光を枇喫すること

ができる。夏はベランダ，冬はサ

ンルームという日本の気候と合理

的に適応する構造で，和風住宅の

回り廊下と同様の機能になってお

り，気候風土に最適の住喋境を考

えた生活の知恵である。

いるかぎり，皮相的な森林文化論に

ならされた読者にとって，結論の選

択のためのアプローチの仕方を考え

るうえで大きな手助けとなり得るも

のである。

すなわち，森と文化のかかわりは

日水に賦存した森林とそれに対する

日本人の感覚とが，ありきたりの論

ではなくて，広く総合的，構造的な

面から現実的実証的に探られねばな

らないことを示唆している。

ただ，森と文化のかかわりを見る

場合，森そのものの姿だけを見ても

意味がない。森があることによっ

て，森の持っている各種の機能や，

木材等の林産物の人間に及ぼしてい

るかかわりも見ないことには片手落

ちになる。

ともあれ，従前の文化論にあきた

らない人々に，この問題を考える1

つの端緒として，ぜひ一読をお勧め

したいものである。

（日本林業技術協会顧問・猪野砿）

43

mE7毫刀

林業・林産業と試験研究

国産材||呼代の実現化に向けての諸

施策が強力に展開されつつあるが，

林業・林産業をとりまく環境は依然

として厳しいようだ。国産材の需要

拡大を図るには，やはり国礎材･の生

産コストを低下させることが埜本戦

略となろう。それには育林から伐

出・搬送，流通・加工に至る広範な

対策が総合的，体系的に識じられる

必要があるが，そのうちでも特に育

林・伐出コストをいかに低下させる

かが焦点となろう。

木材価絡の上昇が期待できないと

いったことから，最近個別林家でも

育林・伐出コスト低下のための種々

の試みがなされるようになってき

た。多間伐施業といったことや大苗

植栽による下刈り等保育作業の省力

化などである。しかし，これらの新

たな試みは必ずしも育林技術として

技術的な裳打ちがなされたり，体系

化されているわけではない。すでに

確立された短伐期，労働多投型の育

林技術の枠から脱却した新たな育林

技術の確立への始動ともいえる。ま

だまだ長い時間をかけた研究の集職

が必要とされるのである。当然，行

政サイドでは国産材時代の実現化の

ために，このような情勢に対応した

研究IM発への息の長い投資を強化・

充実させる必要があろう。

一方，わが国全体としての研究|淵

発はシーズ創出型の基礎・先導的研

究を重視する方向に進みつつある。

21世紀に向けた技術立国としての

研究開発の推進である。科学技術会

議諮問13号「国立研究機関の巾長

期のあり方」にみるように，国立の

試験。研究機関は民間に期待できな

い基礎・先導的研究を担うよう再編

整備されることとなろう。

このような科学技術政策の大きな

潮流は林業・林産業の活性化のため

の研究鮒発の方向と必ずしも一致す

るものではない。産業振興のための

研究開発は民間に委ねるべきであ

る，とするのが科学技術政策の考え

方だからである。しかし，林業・林

産業は研究開発投資を十分なしうる

現状にはなかろう。林業は超長期に

わたる産業である。地道でねばり強

い研究の集敬が必要とされる。ここ

に行政や国・公立試験研究機関の重

要な役割がある。時流に流されない

研究体制の確立が国産材時代の実現

にも欠かせぬ要件であると思う。

（偏奇木）

(この柵は編築委員が担当しています）

林業技術No..5461987.9



44

林 業関係行事一覧

9月

区分

東京

行事名 |期間

全 国第33回全国こけし祭り’9.7～9

愛知.竣皐.三|呼会I木造催…え|”,亜・静岡

祁砿山|譽5圃愛農山総“職|”'~'’

櫛 岡’第23回静岡県住宅展’9.12～15

全 国’第11回全国育樹祭

名古屋’87国際建築総合展ON

NAGOYA(国際居住年

協賛）

岐阜第19回岐阜県林材振興大

会

9.13～14

9.19～23

9．21

中 央｜日本林業技士会第7回総会’9．25

〃 森と緑のシンポジウム＆．9．28

ンサート

林業技術No.5461987．9

主催団体・会場・行事内容等

日本山林美術協会。豊島区東池袋(豊島区民センター)。山林を中心と

した自然を卒直に讃美し，山林愛謹ひいては自然愛護思想の高揚普及
に役立てる

宮城県DI鳴子町ほか。鳴子町。東北の風土に育ってきた伝統こけしを

通して東北の美しさ，優れた工芸を紹介宣伝する。全出品作品のうち
優秀作品に対し林野庁長官礎を交付する

愛知県・岐阜県・三重県・静岡県。名古屋市公会堂。木造住宅の振興

と木材需要の拡大を図るため行う。建設省木造住宅振興室長「木造住
宅の現状とその擾興施策｣，林野庁林産課長「林産行政の現状と木材
需要拡大策について」の講演を行う。

全国愛農会。和歌山県橋本市。林業の活性化と森林の整備等に関する

林政について，林野庁より講師を招いて行う。主なテーマ①林業活性
化のための林政，②和歌山県の林業の現状と重点施策，③広葉樹の効
用と植栽，④国産材と外材との比較等

跡岡県住宅振興協議会，静岡新聞ほか。鮮岡産業館（静岡市)。テー

マ「夢，住んでますかあなたの住まい｣，国際居住年をテーマとする

展示，国際居住年広報パネルの展示，モデル住宅，台所・洗面所，建
築材料等の展示等

国土緑化推進委員会，北海道。支笏湖モーラップ（千歳市・苫小牧

市)，野幌森林公園（札幌市・江別市)。皇太子・同妃両殿下の御臨席
を仰ぎ，毎年開催されている秋の育樹運動の中心的行事b全国から育
樹に従事する関係者ら約5,000人が参加

愛知建築士会ほか。名古屋市中小企業推興館。国内，海外のメーカー

の参加を得て，テーマ展示，建築士会会員による作品展，建築に関す
る相談所の開設等を行う

岐阜県，岐阜県山林協会ほか。岐阜産業会館文化ホール。県下の林材
団体が一堂に会し県産材の需要拡大，森林の適正の管理と生産コスト
の低減の課題について取り組む

日本林業技士会｡日林協本館b昭和53年林業技士制度が創設された。
現在登録者数は約5,500名を数え，技士会支部結成の動きも多く報告
されている。

林野庁。渋谷東邦生命ホール。森林・林業と接する機会の少ない都会
の皆さんに明日の森林・林業の問題について考えてもらう。パネルデ

スカッション：「森林・林業の現状とソフト林業の展開」南雲秀次郎

（東京大学教授)，「一生活者からみた森林問題」嵐山光三郎(作家)，
「森林浴の効用一森と人との新しい係わり」神山恵三（共立女子大
学教授)，「国有林のこれから」角館盛雄(林野庁業務部長）
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10月

区分｜行事名
全国|昭和62年度都市緑化月間

富 山’第3回富山県育樹祭

群馬第11回群馬県なめこ・ひ

らたけ・まいたけ品評会
〃 昭和62年群馬県山林苗畑

品評会

東日本’87束日本地区緑化推進シ
ンポジウム

東

愛

群

京 グリーンキャンペーン

ー親と子の森林教室

陶]|麓回愛知県緑化樹木共

馬|獺桝化'擁会ｼ’

|期間
10．1～31

10.8

10.16～18

10月中旬

10.17

10.18

10.21～25

10．24

東材圃木

H･SWOOD(木口模様化粧物

主催団体・会場・行事内容等

建設省，都道府県，市町村。都市公閲，街路樹等の鎚側保全を促進す

るとともに，住民による緑挫かな街づくりを促進するため都市緑化の

推進に関し広く国民の理解と協力を得る

富山県，窓山県緑化推進委員会，朝日町，朝日町緑化推進委員会。富

山県下新川郡朝日町笹川地内。枝打ち，間伐，施肥等

群馬県・群馬県経済農業協同組合連合会・群馬県椎郵農業協同組合。

受付・審査（群椎農協）展示即売（県経済連）

群馬県・群馬県山林種苗緑化協同組合。7鉢業事務所管内で選出され

た地区代表を巡回審査する

自治省，山梨県。山梨県中巨摩郡櫛形町。「人と緑のふれあいを求め

て」をテーマとして，東日本地区の緑化関係者が一堂に会し，将来の

新たな方策をさぐる

全国森林組合連合会。青梅市。都市住民の方々に森林（緑資源）の重

要性を，体験を通じて理解してもらい，都市と山村との協力関係をつ

くることを目的に，森林浴，体験林業等の森林教室を行う

愛知県，豊田市ほか。豊田市緑化センター。農林水産祭参加行事とし

て，県下の緑化樹木生産者から出品された財を審査し，表彰するとと

もに，即売，競売を実施する

森林文化協会ほか。前橋市（群馬会館)。昭和57年に滋賀県をはじめ

に「森林と人間」を基本テーマに全国各地を巡回している。今回は群

馬県で利根の水源と森づくりをテーマに行う

各種単板を組み合わせ，多様な摸様をつくりだすこ

とができる積圃材で，昭和61年度「研究開発促進発

表会(林野庁・木材産業新技術開発促進事業)」で優秀

賞を受賞した。

素材は，スギ，ヒノキの間伐材や天然木を使用。こ

れまでの化粧材の多く力苗木材表面の単板を加工したも

のであったが，本品は，いろいろな樹種の単板を重ね

合わせ，またはロール巻きして俵職みしたものに加圧

成形（後者については三方から加圧する）して積層材
としたもの。さらに木口面をそろえてスライスまたは

挽切り工程を加えて実用加工を施したものである。

本品は樹種の選択，ロール巻きの形状・大きさなど

により，色調・模様にさまざまな変化を与えることが

できる。

用途は，床・天井・壁板などの建材用のほか，.ダン

スの前板，カウンター，テーブル等の天板など化粧材

として製作されているが，さらに不燃・耐水加工を施

すこともでき多方面での利用が期待されている。

メーカーの話では，木製品としては，これまでにな

い多様な模様がつくりだせるが，消費者の意向にそっ

たものを今後も検討していくとしている。

［

床フローリングとテーブル天板

○製作／発売坂本ハウス工業(株)新建材部（〒781-51

高知市大津乙1822.0888-66-3101)

○価格床用(0.45nm)4,500円/耐壁用①b25mm)

20500円／㎡

○登録等特許等申諭中

※本欄では，ざん新なアイディアと魅力あるデザインの製

品，新しい加工法による製品，逆代替を目指す製品等の

紹介コーナーです。これらの木材新製品の愉報について

は編集部までご連絡ください。

林業技術No.5461987.9
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画

第34回林業技術賞についての予告冒三
■
＝

胃本会は，林業技術の向上に貢献し，林業の振大の成果をおさめて，林業技術向上に貢献した言
言興に功績があるものに対し，毎年林業技術賞をと認められる業績を表彰の対象としておりま言
言贈呈し表彰しておりますが,各支部におかれます。言
菫しては本年度の受賞候補者のご推せんを昭和本賞は，その結果を毎年5月に開催される総言
呈63年3月末日までにお願いいたします。会の席上発表し,表彰を行います。三
豐なお『林業技術賞』は，その技術が多分に実※従来の林業技術奨励賞は林業技術賞に統呈

亨臓艇臓…勲餅業鑑彗壹ﾃｽ簿鞍乏の予告：
＝

亘本会は，わが国林業の第一線で実行または指（1）担当区主任,事業所主任またはこれに準菖
冒導に従事して活躍している林業技術者が，それずる現場関係職員冒
言ぞれの職域において，林業技術の業務推進のた（2）林業改良指導員(AG)あるいは，都道言
言め努力し，その結果得た研究の成果や貴重な体府県有林機関の現場主任またはこれに準ず言
言験等について具体的にその事例や成果を発表する現場関係職員臺
臺るために，『林業技術ｺﾝﾃｽﾄ』を開催して(3)森林組合その他団体,会社等の事業現場胃
豐おります。そして審査の結果林業技術向上のたで働く林業技術員三
豊めに効果があり，成績が優秀と認められた方を本年度は，昭和63年4月末日までに各支部豊
譽毎年総会の席上表彰しております。より，ご推せん方お願いいたします。里
昌参加資格者は次の各号の一に該当する会員で〔コンテストは昭和63年5月下旬の予定〕呈
皇 す。冒
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L協会一
◎支部連合会大会

8月27～28日青森市文化会館に
おいて，日林協東北・奥羽支部連合
会，日本林学会東北支部合同大会が
DII催され，本部から村松理嚇が出席
した。

◎海外派遣

1.国際協力事業団からの依頼によ
り，タンザニア連合共和国へ，同
国キリマンジャロ林業開発計画緬
査のためつぎのとおり役職員を派
遺した。

8/13～9／1：長谷川専務理事
8/14～9/27：菊池基彦，市川溌雄

主任調査員

8／9～9/27：市之瀬健主任洲査員
8／9～10/3：蜂屋技術指導役，望

月繁課長，久道篤志
課長代理，築地忠主
任研究員計8名

2.同事業団からの依頼により，フィ
リピン共和国へ，同国広域森林情
報分析管理計画調査のため，つぎ
のとおり派遣した。

小路口誠志郎課長，橋爪文武課
長，下川光太課長代理，山口勝

保主任研究員（8/10～9/8）
3.同事業団からの依頼により，パラ
グアイ共和国へ，同国中部パラグ
アイ森林造成計画にかかる専門家
として62年9月1日から64年8
月31日まで吉村勉主任洲査員を
派遣した。

4.(社)海外林業コンサルタンツ協会
からの依頼により，インドネシア

共和国へ，海外林業開発事業事前
調査のため，松井光端顧問を8月
29日から9月11日まで派遣し
た。

◎講師派遣

1.講師：渡辺宏技術開発部長
依頼先：千莱県腱林部

内容：県林業関係脳員研修会，
空中写真の判読

期間:9/1～2

◎調査部関係業務
1.8月3日，本会会議室において

「リモートセンシングによる山地
災害モニタリングシステムの開発
調査委員会」を鮒催した。
2.8月5日，本会会議室において

q◆勺一一.…毒一一百~一一ー一一~ーー＝匡學ー－－画一一一一＝'■･■･■■ー一一一一一ー･■ー‐－画…■q■ー‐ﾛ■‐一画一一一一一一一一再－－＝ーQDQp－－凶酵一一一一一画一今一.■~“－－q■･■‐‐ー－~‐や動画一一一.凸一一一一一一引
i日本林業技術協会北海道事務所〒060札幌市中央区北4条西5-1北海道林業会館31
1階種011(231)5943(直),011(251)4151(代)内線20.37FAXO11(231)41921
1東北事務所〒020盛岡市菜剛1-3-6盤林会館9階念0196(23)8161(代)内線2631

1臺雛獺i:鵡総総瀦撫電請鰐蕊認鑛丙’
1......-..…----＝_ﾆーー..－._____-.-‘.－.一.､-...…...､-......----..‘-..........-.-----.....,......--二・.-.-.…ざ-..二__二二三_‐i

「木材需給構造分析調査」の第1
回委員会を開催した。
3.8月10日，本会会議室において
「リモー|､センシング活用手法開
発澗査」の第1回委員会を開催し
た。

4.8月12日，本会会議室において
「大規棋林業圏開発避難整怖洲
査」の第1回委員会を開催した。
5.8月26日，本会会議室において，
「森林利用管理手法開発調査」の
第1回委員会を開催した。
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く
り
を
し
、
情
報

ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
こ
と
／
ゲ
ロ
集
団
づ
く

り
の
た
め
、
人
づ
く
り
に
取
り
組
む
．
ほ
か
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木
材
流
通
ビ
ジ
ョ
ン
検
討
委
興
会
に
お
い
て
、
木
材
號
嬰
拡
大
を
笈
呪
す
る
た
め
の
木
材
流
通

シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
め
ざ
し
、
そ
の
指
針
と
な
る
「
昭
和
帥
年
代
に
お
け
る
木
材
流
通
ビ
ジ
ョ

ン
』
が
、
こ
の
た
び
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
。
本
諜
は
、
そ
の
内
容
を
解
税
す
る
と
と
も
に
、
木

材
流
通
に
関
連
す
る
資
料
を
も
収
録
し
て
い
る
。
本
響
が
、
木
材
流
通
に
郷
わ
る
林
業
、
木
材

産
業
各
部
門
の
方
々
は
も
と
よ
り
、
林
業
、
木
材
瀧
業
に
関
心
を
有
す
る
方
々
の
理
解
の
一
助

と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

向
嫉
妙
象
菩
に
対
す
る
砂
防
に
学
の
役
削
は
、
年
々
そ
の

砿
喫
度
ぞ
蝋
し
て
き
て
い
る
が
、
そ
れ
に
伴
っ
て
．
行

政
的
に
も
、
ま
た
技
術
的
に
も
砂
防
工
学
の
錐
禾
的
概

念
が
問
わ
れ
て
い
る
。
水
作
賦
群
者
が
来
京
大
唯
敬

授
と
し
て
在
戦
曲
執
布
き
れ
た
評
論
論
税
の
慰
か

か
ら
、
と
く
に
砂
防
岻
学
に
対
す
る
砦
え
方
に
関
す
る

も
の
を
と
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
鰯
砂
防
・
諭
山
行

政
に
郷
わ
る
方
客
ぜ
ば
じ
め
、
側
朧
斡
の
参
考
と
な
る
。

近
年
、
保
安
林
を
め
ぐ
る
愉
勢
の
変
化
等
に
適
切
に
対
処
し
、
保
安
林
行
政
事
務
を
円
滑
か
つ

適
砿
に
遂
行
す
る
と
と
も
に
、
所
期
の
機
能
が
筒
度
に
発
揮
さ
れ
る
よ
う
、
保
安
林
の
燃
術
．

答
理
を
磯
極
的
に
維
進
し
て
い
く
こ
と
が
林
政
上
の
菰
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
本
脊
は
“

森
林
所
有
者
を
は
じ
め
倒
民
各
附
に
、
保
安
林
制
度
の
趣
旨
、
内
容
及
び
運
胴
の
実
際
に
つ
い

て
十
分
魂
解
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
、
今
側
、
雌
新
の
内
容
の
も
と
に
改
訂
州
版
し
た
も
の
で

あ
る
。
保
安
林
の
実
務
の
手
引
書
と
し
て
広
く
活
用
き
れ
た
い
。

地
球
社

篭
謡
鬘
蕊

ミ
i］

8

ム

蕊
蕊
瀧
雛
蕊
藤
一
零
斗
一

職杓
く
か
ら
日
本
林
政
の
歩
み
に
は
、
い
く
つ
か
の
節
ｎ

が
あ
る
。
そ
れ
は
．
静
の
体
砿
を
持
つ
撫
林
に
対
し
て
、

今
日
、
明
日
の
地
位
で
問
題
解
決
を
迫
っ
た
現
実
と
い

う
祉
金
の
鋤
の
蕊
求
に
よ
っ
て
樅
ま
れ
た
必
然
的
ｆ

可
避
的
鰹
節
間
で
も
あ
っ
た
そ
の
い
く
つ
か
を
本
押

で
は
追
っ
た
っ
森
林
と
人
間
と
の
関
わ
り
″
と
、
ｎ
本

林
政
の
在
り
方
を
雁
史
の
な
か
に
探
り
、
副
川
紀
へ
向

か
っ
て
発
慧
●
す
る
、
間
腫
提
起
の
訓
吋

I

一
九
Ｏ
二

■－戸口÷

好 評発売中，‐‐．．，
☆刊行以来大きな反響一『日経』翻日』『読売』『毎日』『日本農業』『京都』新聞く読書.文化欄>で紹介ノ

森のきた道~囎繍鮎鯨""瀞群
枢要の地位を歴任した著者が，膨大な資料を駆使して綿密な考証と巧みな語りで好評を博したく林業技
術＞連赦「物語林政史」待望の刊行／縦組みとし，資料写真・人名索引を付していっそうの充実をはかり
ました）のこれまでの正史，逸史，秘史の枠を越えたノンフィクション史話。・諸々の基本政策の創始，変
遷の過程を時代の背景とともに活写。
「．．…･大久保利通がドイツ流林学を導入する逸話,それが官僚機織の中で屈折し,貫徹し,現代に何を残したか,歴史的
人物の挿話とともに興味深い。無味乾燥の林政史にドラマを持ち込み，同時に政策史の流れを骨太に描いた労作」（『毎
日新聞』3月24日付読替欄）

<改訂版〉新･森林航測テキストブック
認磯鰭蝋室渡辺宏著A5判264頁定価3,000円(〒共）

空中写真は，森林資源調査や森林計画樹立のためだけでなく，今では林業のあらゆる分野で
利用されています。林業技術者はだれでも空中写真測量技術を修得しておく必要があるといえ
ましょう。

本書は，空中写真測量の基礎から実務までをわかりやすく解説し好評であった旧著を，技術
・機器の進歩・改良に対応して大幅に改訂しました｡<演習＞の項には本書の1/4のスペース
を割いて編集されており，研修用にも最適の教材でありまず。

≦,発行日本林業技術協会
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〃
図厩絵写真､地図等のあらゆる面積を迅

涼に､正確に読む，タマヤい "シグー言ズ．

豊富な機能を備えたベストセラーの高級モデルプリンタ機構付の最新型多機能モデル面積･線長を同時測定するエリアﾗｲﾝﾒータ

Ⅲ月ⅢアⅢ幻Ⅲ卯似ん剛XSD〃
(専用プラスチ'ﾝｸ収鯛ケース､ACアダプター付)￥135,000

秒
毒､

PLANIX50Mの特徴

■・何の測定で耐＃・線災を1'il時測定

■理想の人ﾉj機能：ポイントモード

■どんなに裡雑な図形でもポイントモード、スト
リームモードにより、師1u操作でll繩測定

、微小図形もl1繩に測定する線分解能0.05mmの
尚性能小型エンコーダ

■測定結果をllqllﾘﾙ|'算できる唯'l噸能

口蝋常な選択IIW:メートル系(1nm,cm､m,km)、
フィート系(ill,ft|,I'cm/y(1､mi)

■lli位や縮尺の換算もコンピュータが脚伽I算

■1没定されたlli位や縮尺はメモリー機能によI)バ
ックア,ｿプ

ロ測定梢度をより商める平均伽ll'l定、大きな図形
の測定を可能にする郷#測定

■測定価オーパーフローも|:位叫唯へ{]伽シフト

ロ精度･鮒久性に優れたダブルダイヤモンドリング

■宵エネ殻計のパワーセーフ槻能とAC･DCの2砿
滅方式
■斑標･im欄・線災のデータを外釧lﾘﾉするコネ
クター付

PLANIX7Pの特徴

■小哩･剛'1錐プリンタ機機が．大切なデータを
記鈴･保存し、イニシャル器号の人力によりデ
ータの轆理が‘I能

■ドーナツ而械測定が簡単に行えるマイナス､耐
測定機能

nil'腱結果を四IIII;1算に移付できる電卓機能
■ワンタッチ､､0ダセット機能

■メートル系Cm2､m2,km2.インチ系in2,ft2､ac,､e
の蝋衞な選択lli位とパルスカウントモード
国単位や縮尺のわずらわしい,;1．算は、‐切,f喫

画測定他オーバーフローも上位ﾘi位にI'I伽シフト

ロより測定精鹿を高める自動算出の平均値3111定

■大きな図形の累積測定に便利なホールド機能

■積分蝋のスリップを防ぐ理想的なタッチ方式

ﾛ際粍によるエラーを防ぐ、特殊加_正の職分jli

■無入ﾉJ状態5分で自動的に電源の切れるパワー
セーブ機能

■世界で鍛初のプラニメーター専用LSIを|淵発し
たスタ,ソフが実理したローゴスト・ハイパフォ
ーマンス

PLANIX7の特徴

■ワンタ,ソチや0"セット機能による卿い操作性

■メートル系“2,m2.km2,インチ系in3,ft賀“陀切
豊常な選択ﾘi位とパルスカウントモード

ロメモリー機附による縮尺とlli位の保艘

■単位や縮尺のわずF〕わしいi11･算は・切,f要

■m'l定値オーバーフローも上位ll恥にIjI仙シフト

■より測定梢唯をiWiめる[l伽算出の平均i剛ﾘ定

■累俄測定に便利なホールド機能

画理想的なタッチ方式と隈粍に強い特殊横分rli

mAC･DCの2芯源とパワーセーブ機能
1
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幻

●先端技術で林業をとらえる,日林協のポｹｺﾝｸ
昭
和
六
十
二
年

昭
和
二
十
六
年

軽量なうえ携帯にも便利，だから現場作業

に適しています。

ノ『ソコン，マイコンに比べると，はるか

に安価です。

カナ文字採用ですので,見やすく,親し

みやすく,また,一般事務，計算業務な

ど活用できますb

九
月
十
日
発

九
月
四
日
第
三
種
郵
便
物
認
琉
（
毎
月
一
回

繊冶S役？日林協の

セット価格¥S巳ワロロロ

拳ソフト価格￥勺S’ロロロ

※ハードのみの販売はいたしません。

SIZE:タテ145リホ／横202%/厚さ24り6,／重量7009
十
日
発
行
）天 馬

いて面積計算，図化上に必要な誤差調整したX

値とI師俄が求められます。
すばる

再

林道基本設計計算機卯

Y座標

架線設計計算機

《特徴》

2．架空索による集材架線から耐易索張l)に奉るまてWI:Iil

内で使用されているほとんどの索張り方式の波計計算が

可能です。

空．架線の設討データを入力するだけで,*l'i度の尚い般計

計算書が作成されます。

号墨今まて篇1．算が附雌だった淡金率に応じた雌大使胴荷順
を求める計算式がプログラムされています。

林
業
技
術

〈特徴》

1．林道の中心線測並における曲線設定に当たって．従来

のIIn線表を用も､ると1両lじ感覚で；どの曲線魅l子からでも

必要な数値を求めることが現地で容易。

……交角法，偏椅角法，切綱却胞法，四分の。法

ヘアピン曲線の設置等

筆林道の1二蕊数i,lg俄算におL､て,1職計算（両端断而繊
､Iた均法による）を,各測点における断面積データを入力す

るだけで､,区間毎の切取量,盛土最の計算が容易である。ｺﾝパｽ測量面積計算機北斗

〒102束京都千代田区六番町7番地

振込銀行/三菱･麹町職0067442
振替/東京3-60448 社団法人日本林業技術協会 TEL5(ロヨ)三s可-s三日1(代表）FAX:(ロヨ)三S1-Sヨヨヨ

一一■.
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	1987年9月号目次

	論壇_森林施業のこれからの課題-山が森が教えているものに学ぶ

	下刈りの経済学3_事例編_Ⅰ日照抑制伐採と大苗造林_1討議

	下刈りの経済学3_事例編_Ⅰ日照抑制伐採と大苗造林_2日照抑制と大苗造林の実際
 
	下刈りの経済学3_事例編_Ⅰ日照抑制伐採と大苗造林_3密仕立て大苗養苗の実際

	下刈りの経済学3_事例編_Ⅱ群状植付けによる下刈りの省力

	第33回林業技術賞業績紹介_スギ，ヒノキの穿孔性害虫スギノアカネトラカミキリ
の防除技術に関する試験研究

	第33回林業技術コンテスト要旨紹介

	私の技術ノート8_無節柱材の生産・枝打ちを中心に

	山峡の譜_大石谷-花咲く峠をこえて3

	私の古樹巡礼41_清田の大クス／42_将軍スギ

	暮らしの中の木竹工芸18桧笠

	農林時事解説_第11回全国育樹祭，野幌森林公園で開催／統計にみる日本の林業_世界の主要国の木材自給率等／林政拾遺抄_箱の森プレイパーク

	木と住まいの美学_サンルームとベランダになる廊下／本の紹介_森と文化／こだま_林業・林産業と試験研究
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	奥付対向
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